マニュアルのほいかた 


^まむしてお使いいただくために- V 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前 I こ必ずお読みください。 

^ 


戸取巧説明書（本書) 


•パソコンの準備 
• 各部の名前 
• 電源の入れかた 
• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 


• システム環境の変更とは 
•初期状態に戻す（リカバリー） 

• Q & A 集（電源び入らないとさ） 

• 廃棄/譲渡 
など 

_ J 


广 オンラインマニュアル- V 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•パソコンを買い替えたとき 

•パソコンの基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•パ'ッテ U —駆動で使ラ方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 

など 

V _ 

^リリース情巧- V 

• 本製品を使用するラえでの注意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ UU - ス情報について」 

V _ 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊子『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。必ずお読みになり、正しくお使いください。 

本書や『安むしてお使いいただくために』は、お読みになったあと、いつでち見日れるよラに 
お手元に大切に保管してください。 

本書は、巧の決まりに従って書かれています。 


KB 記号の意味 


A 危険 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負 
ラことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負 
ラことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取り扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想 
定されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること" 
を术します。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示し 

が 9 〇 

£3 メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

續 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


参照先を示します。 

•本書内への参照の場合…「」 

■ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『』 


*1 重傷とは、失日月やけび、やけど（高温•ほ温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るものおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、ミ台擦に入院•長期の通院を要さない、けび、やけど（高温•低温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋' 家財および家畜-ぺットなどにかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 

本書では、巧のように定義します。 

システム 

特に説明びなし觸合は、使用しているオペレーティングシステム （os) を示します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows または Windows 8 

Windows 8 Pro を示します。 


MS-IME 

Microsoft IIVIE を示します。 


SSD 

本製品には、補助記憶装置として、フラッシュメモ U を記憶媒体とするドライブび搭載されて 
います。 SSD (ソ U ッドステートドライブ）とは、八ードディスクの記憶媒体である磁気ディ 
スクの代わりに、 NAND フラッシュメモ U を使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

なお、本書において「八ードディスク」または「八ードディスクドライブ」と記載されている 
場合は、 SSD を示します（「外付け八ードディスクドライブ」は除く）。 

Office 搭載モデル 

Microsoft Office Personal 2013または Microsoft Office Home and Business 2013 
をプレインス I -ールしているモデルを示します。 

Bluetooth 機能搭載モデル 

Bluetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 

ご購入のモデルのシ U- ズ名、モデル名、仕様については、 [dynabook **** (お使いの 
機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してください。 
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•記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語について」 
のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「****シ U — ズのみ」などのよラ 
にを記します。 

• インターネット接続については、ブ□ー ドバンド接続を前提に説明しています。 

•アプ U ケーシヨンについては、本製品にプレインス I ルまたは本体の SSD や付属の CD / 
DVD か日インス I ルしたノ（ージヨンを使用することを前提に説明しています。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について、表示方法を「カテゴリ」に設定してい 
ることを前提に説明しています。 

画面ち上の[表示方法]び「大きいアイコン」または「ルさいアイコン」になっている場合は、 
「カテゴリ」に切り替えてか日操作説明を確認してください。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。 
画面の表示と異なる場合びありますび、読み替えてご使用ください。 

KS Trademarks 

• Microsoft 、 Windows 及び Windows □ゴは、マイク□ソフト企業グループの商標です。 
その他記載されている会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core は、アメ U 力合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• McAfee 、 マカフィーは、米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社の米国またはその他 
の国における登録商標または商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （ぶ 90 

• HDMI、HDMI High-Definition Multimedia Interface および HDMI □ゴは 、 HDMI 
Licensing LLC の登録商標または商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国な日びに他の国における商標な5びに登録商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターおよびウイルスバスタークラウドは、トレンドマイク □ 
株式会社の登録商標です。 

• デジタルアーツ / D に ITAL ARTS 、 ZBRAIN 、 アイフィルタ ー/ i - フィルターはデジタルアー 
ツ株式会社の登録商標です。 

• Bluetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 


本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 







コプロセッサ （CPU) に関するごを意^^^ 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力は;欠のような条件によって違いび現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずバッテ U —駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使巧するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン巧アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高], □□□ メートル （3, 280フィート）じ(上をお考えください。 

•目まとして、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已 ° C ) の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使巧環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減日すための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保存してください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する巧態にて本製品をご使用ください。 

本製品には己4ビットプ□セッサび搭載されております。己4ビット版 0 S でご使用の場合は、 
32ビット版のデノ（イスドライバーやアプ U ケーシヨンび正しく動作しない場合びあります。 


■a 着作権について 


音楽、映像、コンピューター.プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ち 
および著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使巧する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵喜」「著作者人格権侵書」として損書賠償の請巧や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
むびけてください。 


MM ' J リース情漸こついて 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。 
必ずお読みください。巧の操作を行ラと表示されます。 

①スタート画面のタイルのない部分で、ちク U ツクする 


② [すべてのアプ U ] をク U ックする 

③ [はじめに]の [ Pluu - ス情制をク U ックする 
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• 本体の SSD にインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インス I ルしたシ 
ステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!-ールした場合の動作保証はでさません。 

• Windows 標準のシステムツールじ(外の方法で、パーティションを変更.削除-追加しない 
でください。ソフトウェアの領域を壊すおそれびあります。 

• 本体の SSD にインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インス I ルしたシ 
ステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いにはミ主意してください。 

• 本製品の画像データは、本製品上で壁紙に使用する L ソ外の用途を禁じます。 

•じスワー ドを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワード（本製品の場合、 SSD に巧してパスワードび設定されています） 
を忘れてしまった場合は、 SSD は永义に使用でさなくなり、交換対応となります。この場 
合ち有料です。またどち日の場合ち、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必 
要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 

•本製品のセキュ U ティ□ック-ス□ットおよび接続するセキュ U ティケーブルは盗難を抑止 
するためのちのであり、万び一発生した盗難事故の被書について、当社はいっさいの責任を 
負し''ません。 

•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルなどは、新種のウイルス 
やワーム、スパイウェア、クラッキングなどか日コンピューターを保護するためにち、常に 
最新の状態で使用する必要びあります。本製品に用意されている「ウイルスバスター」は、 
インターネットに接続していると自動的に最新の状態に更新されますび、90日間の使巧制 
限びあります。90曰を経過するとウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用 
でさなくなります。 

ウイルスチェックび全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規サー 
ビスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウェアに関するミ主意事項』、 
Windows のセットアップ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーヴー使用許諾契 
約書をお読み < ださい。 

• アプ U ケーション超動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーションを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カバ I 」一を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 


本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。 
当社ホームページで登録でさます。 

お客様登録について『オンラインマニュアル』 






El [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをを意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してか5、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってください。 


EEl 摄境依を文きについて 

環境依を文字とは、入力した文字を漢字へ変換するとさに表示される候補のち側に「環境依存」 
などと表示されるちのです。 


の! 


1 

1 

拴] 

2 

I 

[微侧 

3 

① 

[瓣巧を] 

4 

i 

[瓣依存] 

5 

1 

拌] 

6 

の 

[敵備 

7 

① 

[觸僻] 

8 

B 

[瓣巧を] 

9 

1 

[賊巧罰 


(表示例) 


ユーザーアカウン ト名やフォルダー名に環境依存文字び含まれていると、ファイルの読み込み 
や保をなどび正常に動作しないことびあります。 

ファイル名やファイル内の文字列に環境依を文字び含まれていると、ファイル名び「？」など 
のよラに正しく表示されず、正常に動作しないことびあります。 

また、 ァプリ ケーシヨン上でファイルの編集中に入力した文字列に環境依存文字び含まれてい 
ると、作成したファイル上で正しく表示されないことびあります。 

このよラな場合には、環境依を文字を含まない文字列に変更してください。 

CD / DVD などの記録メディアにデータを書さ込むとさは、環境依を文字び含まれていないこ 
とをあらかじめ確認してか日作業を行ってください。 


m 操作の読み替えについて 


本書では、代表的な操作例として、タッチパッドやマウスを使った操作（「ク U ック」/「ダブ 
ルクリック」など）手順を記載していますび、画面にタッチして操作することちできます。 
タッチ操作を行ラ場合は、タッチパッドやマウスの操作の部分を、なのよラに読み替えてくだ 
さい。 


•クリック —タップ 

• ダブ j レク I 」ック^ダブ j レタップ 
•ちク U ック ー長巧し（□ングタップ） 

アイコンなどの上に指を数秒置いて、はなします。 

※一部例外びあります。タッチ操作の詳細は、市販の説明書をご覧ください。 

操作の詳細について『オンラインマニュアル2章0タッチバッド/タッチ操作』 
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KO データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にノ（ックアップをとって保をしてください。 

バックアップとは SSD やソフトウェアの故障などでファイルび使用できなくなったときのた 
めに、あ日かじめファイルを記録メディアなどにコピーしておくことです。 

本製品は次のよラな場合、スリープ、休止状態び無効になり、本体内の記憶内容び変化し、消 
失するおそれびあります。 

•誤った使いかたをしたとき 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 

•長期間使っていなかったために、バッテリー（バッテ U —パック、時計用バッテリー）の充 
電量びな<なったとさ 
•故障、修理、バッテ I 」一交換のとさ 

記憶内容の変化/消失については、 SSD や記録メディアなどに保をした内容の損書については 
当社はいっさいその責任を負いませんので、あ日かじめご承知ください。 


EO rofficej のライセンス認証について 

* Office 搭載モデルのみ 

「 Office 」 を使用するには、 Windows のセットアップ後にライセンス認証び必要です。 


①スタート画面の [Microsoft Office ] をク U ックする 
じ(降は、画面の指示に従ってください。 

ライセンス認証にはプ□ダクトキーび必要です。 

プ□ダクトキーは、付属の 「 Office 」 のパッケージを確認してください。 
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■ パソコンの巧り巧い 


この章では、 Windows ①セットアップと基本操作、電源の切りかた/ 
入れかたなど、お買い上げいただいてか5実際に使い始めるまでの準 
倫と、本体各部の名前や基本的な使いかたについて説明しています。 


1使う前に確認ずる . 14 

2パソコン本体のモードについて . 16 

3各部の名称-外観図- . 20 

4 Windows を使えるようにする . 24 

已 Windows 8について . 3已 

6電源を切る/入れる . 41 

7画面で見るマニュアル . 46 












ほ 3 巧に確認ずる 


■■箱を開けたらまずはこれから 

■箱の中身の確認 

[dynabook **** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照して、付属品び 
そろっているか、確認してください。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、 
東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

まち PC あんしんサポート『ま芝 PC サポートのご案内』 

■型番と製造番号を確認 

パソコン本体の背面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されてい 
ることを確認してください。番号び違ラ場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんサポー 
卜にお問い合わせください。 

記載位置について r 本章 且 ■回 背面刚 

U ちれずに巧つてください 

■はじめに 

ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウエアに関するを意事項』、 
Windows のセットアップ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーヴー使用許諾契約 
書をお読みください。 

■保証書は大切に保管 

故障やトラブルび起こった場合、保証書びあれば保証期間中（保証期間については保証書を確 
認してください）は東芝の無料修理ヴービスび受け日れます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。 


■海が保証を受けるには 

ミ毎外で使巧するときは「海外保証（制限付）」 ( ILW:lnternational 
Limited Warranty ) により、ミ毎外の所定の地域で、保証書に記載の無料 
修理規定および制限事項-を意事項の範囲内で修理サービスを利用でさま 
す。 

利用方法、保証の詳細は、『東芝 PC サポートのご案内』の記載内容および保証書に記載の無料 
修理規定を読んで、確認してください。 


田 1SSW ■ 与のご任巧 • ，で gl • し cl 
e. ■面の laSKICT- I—— ■ じて . OB ■ 由 SBKST 主で 7- 


白本 S 内での Sli±. ILW 巧 gHU 甘 CW 

の*«田正 （MB 向 I SEM し gf (ILW について li. に巧 ■ 

ご . .I 

♦ 巧 R—. し ,.- 

で ! *55 百 ! ！〜ホ巧 ' WJSiSSilS こ上 . fiBgl— 
却し < でれ 1- 

f*c 防店 a. fiffr, が a 与 I 
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パソ n ンの取り扱い 





















D 使ラ前に確認する 


• 本製品を持って振り回さない 

ご使用の際には、必ず周囲の安全を確認し、本製品をしっかりと握り、必要じ(上に振り回 
さないで < ださい。 

ほかの人にぶつけたりして、けびをさせるおそれびあります。 


人間にとつて住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにち最適な環境です。 

巧の点にま意して置さ場所、使ラ場所を決めてください。 

•安定した場所に置さましよラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れたりするおそれびあり、故障やけびにつな 
びります。 

•温度や湿度び高いところは避けましよラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

•強い磁気を発するちのの近くで使用しないでください。 

磁石はちちろん、スピーカー、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットな 
どもパソコンを使用するときははずすようにしましよう。 

• 照明や日光びあたる位置ち考慮しましよラ。 

照明や日光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づ日くなります。 

• ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障害を引き起こすことびあります。 

• 無線通信装置か日離してください。 

携帯電話ち無線通信装置の一種です。 

• ノ（ソコンの通風孔をふさびないように置きましよう。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのちのです。ふさぐと、パソコン本体内 
部び高温となるため、本来の性能を発揮でさない原因や故障の原因となります。 
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A を意 


g 選最適な場所で使ラ 


パソ n ンの取り扱い 









パソコン本 tt のモードについて 


KB モ—ドの種類 

パソコン本体を使用するとさの形状には、なの3種類びあります。 

-タブレットモード ：ディスプレイを倒し、タブレットのように使用する場合 

-フラットモード ：ディスプレイを倒し、ディスプレイとキーボードをフラットに 

して使用する場合 

•ノート PC モード ：ディスプレイを起こし、ノート PC のように使用する場合 


タブレツトモード 

フラツトモード 

ノート PC モード 





タブレットモードとフラットモードでは、温度上昇を抑えるため、 CPU 性能より冷却を優 
先します。 CPU 性能を優先したい場合は、ノート PC モードで使巧してください。 

タブレットモードか日ノート PC モードに変更した場合、画面表示の向きびノート PC モー 
ドに適した向きに固定されます。 また、ノート PC モードか日タブレットモードに変更した 
場合、画面表示の向さび自動的に切り替わるよラになります。 

タブレツトモード、フラットモード時は、 「 TOSH 旧 A Active Display Off 」 は動作しません。 
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パソ n ンの取り扱い 












O パソコン本体のモードについて 


A ミま意 

• フラツトモードの状態で持ち上げない 

ディスプレイを持つと、ディスプレイびスライドしたり起きたりして、指をはさむおそれ 
びあります。 

•ディスプレイをスライドしたり、奥へ倒すときは、指をはさまないようにしてください。 

けびをするおそれびあります。 

■ディスプレイをスライドしたり、奥へ倒すとさは、ディスプレイの下に物を置かない 

破損や故障のおそれびあります。 

• フラツトモードで使用する場合は、 AC アダプターやケーブル類を抜く 

パソコン本体や AC アダプター、ケープル、コネクタ類を傷つけるおそれびあります。 

• 画面上に物を置かない 
破損や故障のおそれびあります。 

• フラツトモードで使用したあとは、タブレツトモードまたはノート PC モードへ戻す 

フラットモードのまま保管しないでください。傾いたりして破損や故障のおそれびあります。 

V J 


Q ディスプレイをスライドする 

2回「カチッ」と音びするまで、水平にゆっくりスライドしてください。 



フラットモードで使用していて、巧面する相手に画面を見せたい場合、タッチパッドを3本指 
で]回タッチすると、画面を] 8ぴ回転することびできます。 

画面を回転する『オンラインマニュアル』 
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フラットモードにずるには 


本製品は、ディスプレイとキーボードをフラットにして使用することびできます。 
ディスプレイは、なの手順に従ってスライドしてください。 

ディスプレイを元の状態へ戻すとさは、次の手順を逆に行ってください。 



パソ n ンの取り扱い 














O パソコン本体のモードについて 


A ミま意 


ディスプレイをスライドしたり、起こしたり、 奥へ 倒すとさは、指をはさまないようにし 
てください。 

けびをするおそれびあります。 

ディスプレイをスライドしたり、起こしたり、 奥へ 倒すとさは、 AC アダプターやケーブ 
ル類を巧く 

パソコン本体や AC アダプター、ケーブル、コネクタ類を傷つけるおそれびあります。 



ディスプレイを起こすにあたって 


ディスプレイは、必ずなの手順に従って起こしてください。 

ディスプレイをスライドしない状態や、ディスプレイをスライドする途中の状態では、起こさな 
いよラにしてください。 



本体液晶ディスプレイを起こし過ざるとヒンジ（体章0-回背面図」参照）に力びかかり、破 
損や故障の原因となります。ヒンジに無理な力び加わらないよラ開閉角度にま意してご使用<だ 
さし、。 


ディスプレイをスライドする 

2回「カチッ」と音びするまで、水平にゆっくりスライドしてください。 



タッチパッドび全面見えたところで、]回「カチッ」と音びします。完全にキーボー 
ドび見えて、ちラ]回「カチッ」と音びするまでゆっくりスライドしてください。 
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ノート PC モードにずるには 



本製品は、ディスプレイを起こしてノートパソコンのよラに使用することびできます。 
ディスプレイは、なの手順に従って起こしてください。 

ディスプレイを奥へ倒して元の状態へ戻すとさは、巧の手順を逆に行ってください。 


パソ n ンの取り扱い 





















O パソコン本体のモードについて 


Q ディスプレイを起こす 

ゆっくり起こしてくださし、。 









き部のち热 

-刪図一 



① ディスプレイ（画面) 


⑨ キーボード 


② 電源スイッチ 

③ + — — 音量ボタン（音量大ボタン、 

音量ルボタン） 

音量を調整します。 

④ みオリエン テーシヨ ン□ックボタン 

画面び縦や横に回転しないよラに、向さを 
固定するスイッチです。 

⑥ USB コネクタ 

USB 対応機器を接続します。 USB 3.0 親 
格に対応しています。 

⑥ スピーカー 

⑦ タッチパッド、左ボタン、ちボタン 

⑧ システムインジケーター(一 P. 吕 1) 


⑩ SS Windows ボタン 

スター ト画面を表示します。 

⑩ 照度センヴー 

この部分に本体液晶デイスプレイの明るさ 
を自動調整するためのセンサーび内蔵され 
ています。照度センサーをふさびないでく 
ださい。正常に調整されない場合びあります。 

⑩ Web カメラ 
⑩マイク 

⑩この部分に無線 LAN のアンテナ、 

日 luetooth のアンテナ 1 1び内蔵されていま 
す。 

⑩この部分に GPS のアンテナ t 2 び内蔵され 
ています。 


*1 Blue 记〇化機能搭載モデルのみ 
*2 GPS 機能搭載モデルのみ 
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El 各部の名称 ータ1■観図一 


システムインジケーター 

システムインジケーターは、点灯状態によって、パソコン本体びどのよラな動作をしているの 
かを知ることびでさます。 



V 

(!) 

((中)） 

J 


* 1日 lue 记〇化機能搭載モデルのみ 




口 

DC IN/Battery LED 

電源コードと AC アダプター接続の状態やバッテ U — 
の状態 

P '4 已 

6 

Power LED 

電源の状態 ^^ P .4 已 

叫))） 

ワイヤレスコ三ユニケー 

シ ヨン LED 

無線通信機能（無線 LAN 機能/ Bluetooth 機能 t <) 

の状態 

『オンラインマニュアル』 



パソ n ンの取り扱い 
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El 各部の名称一外観図一 


① M なへツドセツト/へツドホン端子 

へツドセツト/へツドホンを接続します。 

② ぶ> ブリツジメディアス□ツト 

SD メモリカード、マルチメディアカード 
などをセツトします。 

③ 吟* USB コネクタ* 1*2 

USB 対応機器を接続します。 USB 3.0 親 
格に対応しています。 

④ Homi HDMI 出力端子 

HDMI ケーブルを接続して、 HDMI 入力巧 
応機器（テレビ、プ□ジェクターなど）に 
パソコンの映像を表示します。 

*1 設定を行ラと、バソコン本体の電源び入っていない状態でも、 USB コネクタから外部機器に電源を供給す 
ることびでさます。 

USB の常時給電について『オンラインマニュアル』 

*2 設定を行うと、 US 目コネクタから外部機器に短時間での充電を可能にします。 

USB の高を充電について『オンラインマニュアル』 


公 V 尼険 

• 本製品に内蔵されているバッテ U - パックを使用する 

寿命などで交換する場合は、東芝 PC あんしんサポートに依頼してください。バッテリー 
パックの交換は、保証期間内でち有料になります。 
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⑥ 通風孔 

ノ（ソコン本体内部の熱を外部に逃びすため 
のちのです。 

ふさびないでください。 

⑥ 。#1電源コネクタ（一 P .26) 

⑦ ヒンジ 

⑧ Web カメラ 

⑨ 型番と製造番号 

型番（機種名）と製造番号び記載されてい 

か9 〇 






パソ n ンの取り扱い 












































El 各部の名称 一外観図一 


3副恥 



■本製品のメモリ、バッテリーについて 

• 本製品はメモリの増設び行えません。 

• 本製品にはバッテ1」ーパックび内蔵されていますび、お客様ご自身で取りはずしや交換をしない 
で < ださい。 

■ 本製品の裏面について 

• 通風孔は、バソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのをのでず。 

通風孔を通して外の空気を取り込んだり、内部の空気を排出したりすることでバソコン内部に熱 
びこちるのを防いでいます。 

通風孔をふさびないでください。 

通風孔の表面上のほこりは、やわらかし佈でふき取ってください。通風孔の内部にほこりび入った 
ときは、保守サービスに点検を依頼してください。この場合、有料となります。 

•本製品の裏面には、正規の Windows であることを証明する、 「 Windows 引という Microsoft ® 
のラベルび貼ってあります。 

はびしたり巧したりしないでください。 

■ 機器への強い衝撃やが圧について 

•あらかじめ、なの説明を確認してください。 

r 付録 n - n - 機器への強い衝撃や外圧について」 

■ ディスプレイを奥へ倒して元の状態へ戻ずとを 

•ディスプレイを奥へ倒して元の状態へ戻すには、ディスプ 
レイを起こすときの手順を逆に行ってください。 

ディスプレイを起こした状態から、ディスプレイを内側に 
閉じないよラにしてください。破損や故障の原因となります。 




パソ n ンの取り扱い 




























ウインドウズ 

Windows をほえるよ3にずる 


Windows セツトアツ 



ネ刃めて電源を入れたとさは、 Windows のセットアップを行います。 

Windows のセットアップは、パソコンを使えるようにするために必要な操作です。 

作業を始める前に、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』を必ず読んでください。特 
に電源コードや AC アダプターの取り扱いについて、ミ主意事項を守ってください。 


に電源コード- 


セツトアップをするときのを意 


■ 周辺機器は接続しないでください 

•セットアップを開始する前に、パソコン本体に電源コードと AC アダプターし U 外のものび接続さ 
れていないことをお語してください。 

電源コードと AC アダプター L ソ外のちのび接続されている場合は、パソコン本体の電源を切った 
状態であらかじめ取りはずして < ださい。 

セットアップは電源コードと AC アダプターのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プリンター、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しな 
いで < ださい。 


■ 途中で電源を切5ないでください 

•セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コ- 
なり、修理び必要となることびあります。 


ドを抜くと、故障や起動でをない原因に 


■ 操作は時間をあけないでください 

•セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてく 
ださい。 

しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表おされる内容び見えなくなる場合 
びありまず。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

をラー度表示するには、 I SHIFT I キーを押すか、タッチパッドをさわってください。 

巧りをの キーやタッチパッドでは復帰せず、 Power と） LED び点滅または消なしている場合は、 
電源スイッチを押してください。 

■ 無線通信機能が ON であるか確認してください 

• Windows セツトアップを始める前にワイヤレスコミュニケーシヨンに□び点なしていることを 
お認してください。 


24 



パソ n ンの取り扱い 























Q Windows を使えるようにする 


• AC アダプターは本製品に付属のをのを使用する 

本製品付属じ(がの AC アダプターを使巧すると電圧や （+) (—）の極性び異なっているこ 
とびあるため、火災•破裂-発熱のおそれびあります。 

• パソコン本体に AC アダプターを接続する場合、本書に記載してある順番を守って接続する 
順番を守日ないと、 AC アダプターの DC 出カプラグび帯電し、感電またはけびをする場 
合びあります。 

また、 AC アダプターのプラグをパソコン本体の電源コネクタ LU 外の金属部分に触れない 
よラにしてください。 


A ま意 


付属の電源コードは、本製品付属の AC アダプタ ー L ソ外には使用しない 

付属の電源コードは、本製品付属の AC アダプター専用です。 



電源 コー ド、 AC アダプターの取り扱いについて 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 n -^9 電源 コード、 AC アダプターの取り扱いについて」 
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A 警告 


■■電源 コー ドと AC アダプターを 接続する 


パソ n ンの取り扱い 






















n Windows を使えるようにする 


:欠の図の①一②^③の順で行ってください。 

巧めて電源を入れるとさには、ディスプレイを起こした状態で、電源コードと AC アダプター 
を接続してください。 

ディスプレイを起こす「本章 □-B ノート PC モードにずるには」 



I 接続すると _ 

システムインジケーターの DC IN/Batte「y ♦!/□ LED びオレンジ色に点灯し、バッテ U- 
への充電び自動的に始まります。 DC IN/Batte「y ♦i/CII LED び白色に点灯した日、充電完 
了です。 

DC IN/Battery / 口！体章日-回-電源に関ずる表尉 
幻メモ _ 

• バッテ U —充電中でもパソコンを使用することびでをます。 

詳細について『オンラインマニュアル』 
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パソ n ンの取り扱い 






























Q Windows を使えるようにする 


電源を入れる 

電源スイッチを押し、指をはなず 

確実に電源スイッチを巧してください。 

Power む LED び白色に点灯することを確認してくださし、 



電源スイッチ 


Power LED — 


/ 




♦)/□ の 《中》 


初めて電源を入れたときは、 Windows のセットアップを行ってください。 


i 





パソ n ンの取り扱い 


7 

2 





























n Windows を使えるようにする 


E 9 Windows の七ットアップ 


セットアップには約] 〇〜20分かかります。 

^タミ没立っ操作集- 

ク IJ ックとは？ 

タッチパッドに指をおいて、上下をちに動かずと、 
指の動さに合わせてディスプレイ上の「も」（ポ 
インター）び動をます。 

目的の位置にポインターを合わせたあと、左ボタ 
ン（モデルによっては、ボタンの左側）を]回押 
す操作を「クリック」といいます。 



日 


Windows と東芝のライセンス条項の内容を確認し、[ライセンス条項 
に同意します]の左にある□をクリックする 

ライセンス条項に同意しないと、セットアップを続行することはできず 、 Windows 
やパソコンを使用することはできません。 

表示されているま項文の続さを表示するには、画面のち側にある囚ボタンをク U ッ 
クします。 

□ をク U ックすると囚になります。 

[同意する]をクリックする 

[パーソナル設定]画面び表示されます。 

好きな色を選択する 

Windows 画面上の基本色を設定でさます。表示されているバーの中か日好みの色を 
ク I 」ックしてくださし、。 

色はあとか日変更でさます。 


コンピューターに名前をつけるのは、使用するパソコンをほかのパソコンと区別する 
ためです。ネットワークに接続する場合は、必ず設定してください。 


n PC (コンピューター)名を入力する 

半角英数字で任意の文字列を入力してください。 半ち英数字むがは使用しないでくだ 
さい。 

「 I 」（カーソル）び表示されている位置か日文字の入力びでさます。 

同じネットワークに接続するコンピューターとは別の名前にしてください。 
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パソ n ンの取り扱い 












































Q Windows を使えるようにする 


rdynabookj と人力するときは、キーボードで回因画因固回回因と巧します。 

■キーを巧してち表示されないときは 

キーを押してち文字び表示されない場合は、入力欄に「1」（カーソル）び点滅しな 
び日表示されていることを確認してください。表示されている位置か日文字を入力で 
さます。表示されていないとさは、 [ PC 名]の下の欄をク I 」ックしてください。 

■入力を間違えたときは 

入力を間違えたとさは;欠の操作で文字を削除して、ちラー度入力しましよラ。 

• 力ーソルの左側の文字を削除する . ! BACKSPACE I キーを巧す 

• カーソルのち側の文字を削除する . 度^キーを巧す 

カーソルを 左ちに動かすには、0 キー または0 キーを 巧します。 

[巧へ]をクリックする 

[ワイヤレス]画面び表示されます。 

無線 LAN の設定を省略するので、[をでワイヤレスネットワークに接 
続する]をクリックする 

無線 LAN 機能を使ったネットワークへの接続は、セットアップ完了後に行えるので、 
ここでは省略した場合について説明します。 

[設定]画面び表示されます。 

[簡単設定を使う]をクリックする 

パソコンを使用するラえでの基本的な設定は、セットアップ完了後に変更でさるので、 
ここでは r 簡単設定」を選択した場合について説明します。 

[ PC へのサインイン]画面び表示されます。 



:欠の手順の前に「ユーザー名」とは 


ユーヴー名は、 Windows を使巧しているユーヴーをパソコン側で識別するための名 
前です。 

次の手順では、管理ちユーヴーのユーヴー名を登録します。 

管理ちユーヴーとは、ネットワークやパソコンを管理する権限を持つユーヴーのこと 
です。複数のユーヴーで]台のパソコンを使用する場合、管理ちユーヴーは、ほかの 
ユーヴーに巧して使用制限の設定ち行えます。 

管理ち(外のユーヴーは、 Windows のセツトアップ後に登録できます。 
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パソ n ンの取り扱い 

















n Windows を使えるようにする 


回 


ユーザー名を入力する 

[ユーヴー名]と書いてあるちの欄に、管理ちユーヴーの名前を入力してください。 ユー 

ザー名は、半角英数字で入力してください。 

■ ユーザー名に使えない文字列 

ユーヴー名を入力するとさ、次の文字列を使用しないでください。 

仁 ON 、 PRN 、 AUX 、 NUL 、 COM ]、 仁 0 M 2、 COM 3、 COM 4、 COM 已、 
COM 己、 C 0 M 7、 C 0 M 8、 C 0 M 9、 LPT ]、 LPT 2、 LPT 3、 LPT 4、 LPT 已、 
LPT 己、 LPT 7、 LPT 8、 LPT 白、@、（スペース） 


次の手順の前に「パスワード」 （ Windows パスワード）とは 


パスワードとは、それを入力しないと次のステップに進めないようにできる、特定の 
文字列です。 

ここでは、 Windows を起動するときに入力しないと、 Windows を起動できないよう 
にするためのパスワードを設定します。これを 「 Windows パスワード」と呼びます。 




•パスワードを忘れると、 Windows を起動ずるためには、「リカバリー」という、購入 
時の状態に戻す処理をするしか、方法びなくなってしまいます。その場合、購入をにパ 
ソコンに保存したデータやアプ U ケーシヨンなどはすべて消'失ずるので、パスワードは 
忘れないよラにしてください。 


パスワードを入力ずる 

[パスワード]と書いてあるもの欄に、 Windows パスワードとして設定したい文字を 
入力してください。 

Windows パスワードは半角英数字で] 27文字まで設定でさます。8文字しソ上で設定 
することを推奨します。英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 

Windows パスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むことちできますび、セ 
キユ U テイ上、設定することを強くおすすめします。 

入力した文字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはでさま 
せん。入力し間違えてち画面ではわか日ないので、気をつけて入力してください。 

パスワードをもう一度入力する 

[ノ（スワードの確認入力]と書いてあるもの欄に、手順0で入力した Windows パス 
ワードを、ちラー度入力してください。 



パソ n ンの取り扱い 


が 






























Q Windows を使えるようにする 


:欠の手順の前に「パスワードのヒント」とは 


設定した Windows パスワードを忘れてしまったときのために、あ日かじめヒントを 
m 設定しておくと、パスワード入力画面で表示させることびできます。 

f パスワードのヒントを入力する 

[パスワードのヒント]と書いてあるちの欄に、それを読めば自分だけはパスワード 
を思い出せるよラなヒントを入力してください。 

^ [完了]をクリックする 

f パソコンの設定び準備される 

Windows セットアップび終了すると、コンピューターびユーヴーの設定を準備します。 

S しばらくお待ちください。 

□ック画面（画面左下に大さく曰時び表示されている状態）び表示された場合は、 

I 州// T | キーを巧してください。次の画面に進みます。 

パスワードを入力する画面び表示された場合は、パスワードを入力して臣をを固キー 
を巧してください。 

Windows が起動します。 

封メモ _ 

• しばらくタッチバッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあり 
まず。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

ちラー度表示するには 、 [SHIFT I キーを押すか、タッチパッドをさわってください。 

I SHIFT I キーやタッチパッドでは復帰せず、 Power と ） LED び点滅または消巧している場合は、電源 
スイッチを押して < ださい。 
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パソ n ンの取り扱い 





















n Windows を使えるようにする 


r 東芝サービスステーション」は購入時の状態ではインストールされていません。次の手順でイ 
ンス I ールしてください。 

g スタート画面のタイルのない部分で、ちクリックする 
Q [すべてのアプリ]をクリックする 
E 1 [图 アプリケーションの再インストール]をクリックする 
[セットアップ画面へ]をクリックする 
巧 [ユーティリティー]タブをクリックする 


^画面左側の [TOSHIBA Service Station] または[東ミサービスステー 
シヨン] をクリックし、画面ち側の [r 東芝ヴービスステーシヨン 」の 
セットアップ]をクリックする 

表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

rxxxxx (ファイル名）を実行または保をしますか？」というメッセージび表示され 
た場合は、[実行]ボタンをク U ックしてください。 


Ear ま泛サービスステーシヨン J について 

r 東芝サービスステーション」は、ソフトウェアのアップデートや重要なお知日せを自動的に提 
供するためのソフトウェアです。じ(降の説明をお読みのラえ、 r 東芝サービスステーション」を 
使用して、本製品を最新の状態に保つことを強くおすすめします。 

このソフトウェアは本製品の識別情報などを当社のサーバーへ送信します。使用でさるよラに 
設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書び表示されますので、よくお読みください。 

分メモ 

•「東ちサービスステーション」を使用するには、インターネットに接続でをる環境び必要です。 

•「ま芝サービスステーション」は、本製品に用意されているアプ U ケーション、ユーテイ U テイ、ドラ 
イパ'-や BIOS のうち、一部についてアップデートをお知らせします。「あなたの dynabook . com 」 や 
「 dynabook . com 」 の「よくある質問 FAQ 」 やウイルス■セキュ U テイ情報と 「Microsoft Update 」 
などをあわせてご利用 < ださい。 


インストール方法 



パソ n ンの取り扱い 













Q Windows を使えるようにする 


設定方法 


r 東芝サービスステーション」を使用でさるよラに設定する方法は、次のとおりです。 


ロスタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 


[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン（^)をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[ヴポート&リカバリー]一[ヴービスステーション]またはに ervice 
Station ] をクリックする 

r 東芝サービスステーション」び起動します。 

初めて超動したとさは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使用許諾書）び表示さ 
れます。 

内容を確認し、[同意する]ボタンをクリックする 


まミサ■むステー'ンわの巧用 I 丰註き 


1 C ミサ-ピスステーンヨンのこすり用じあたって • 

巧ち： 

お乃トウ巧は、わ客徐の]ンむ-タイこ当なじよってプレインスト-ルされをリフトたアのアが 
卜、あるいは、わミ横の〕シピユータ-じ?巧る当れからの六切むわならせを、自れめじなま 
する视をを掛其します加巧設ミでは3旧ごとにがまを巧います。巧を周輒 J 当社のサ—バ¬ 
力、らの巧示じより巧足される巧合があります)。この搜ち卽ち細こむりますと、 お乃トウ巧は、上 
をな巧時にモデルを、おを、视器淀則を号 ( UU の)、言語’语訊、裝透を号、 PC 陆入活の忌 
神の f 棚輒台日 B 寺、〇妳パ-ジヨ人アジブデ-卜、リフトウ王アステ-タス' 穴切なわ舶せのま 
示展麽、アップテ’ートのタウン□ードお巧、アッブデートのインストール JS 巧などのシステム[こ閱する 
を本巧がそ、当れのサ-パ-へミ胤うじ掛言します。本ソフトウエアによりも客横の化!人’ち節を 
巧たじリリますることはありませんが、まちわ客樣登録やなず彼頼ねどじより当社にわ客徐 I 话ミ反を 
语供いただいている巧合には、当社よりも'ミ横ヘスのなも'からせを巧別するぶ空びある巧さ 
や、サイスサポートの向上のために' それらの巧祀と照合する巧合げあります。け;'主） 

システム•语節のも'巧り巧いにごいて： 

a けの•、が言夕れた r れらの’‘/ス子レ店節は.フ ー な干■いィけみ巧術のむ +t ボート巧稱■卜. ' 


1[间直;する|] 直しません I 


17 vl [日谢こ再度责示します I 


读示例） 


使用許諾書に同意すると、じ(降は、ソフトウェアのアップデートや当社か日のお知ら 
せを検出する機能び、パソコンを起動すると自動的に動作します。 
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パソ n ンの取り扱い 

























n Windows を使えるようにする 


I ほ。方法 _ 

■ソフトウェアのアップデートびある場合 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨン、ユーティリティ、ドライバーや BIOS にアップデー 
卜びあることを検知すると、メッセージ rx 件の新しいソフトウェアのアップデート（更新) 
びあります。」び表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従って操作してください。 

■本製品に対するお知らせびある場合 

本製品に対する当社か日のお知日せび準備されたことを検出すると、メッセージ rx 件の新し 
いお知らせびあります。」び表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従って操作してください。 

手動で、ソフトウェアのアップデート、またはお知日せを確認したい場合は、「東芝サービスス 
テーシヨン」を起動して[すべてのアップデートを確認]をク U ックしてください。 
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ジミ《取り扱い 







Windows 8 の画面構成やメニューの位置は 、 Windows 7などの従来の Windows とは異なつ 
ています。 

従来の Windows と Windows 8で大きく異なる点は、メイン画面び2種類あることです。 
起動して最細こ表示される r スタート画面」と、従来の Windows に似ている r デスクトップ画面」 
びあります。 


<スタート画面> 


<デスクトップ画面> 



读示例） 


(表示例) 


の 


スタート画面とデスクトップ画面の切り替えかたについて説明します。 

目的や好みに応じて画面を使い分けてください。 

□スタート画面か6デスクトップ画面に切り替える 

[デスクトップ]をクリックする 

*[ デスクトップ]アイコン（タイル）は、デスクトップ画面の壁紙によって表示されるアイコンが 
異なります。 

またモデルや使用状況により、画面上での位置び異なる場合びあります。 


读示例） 




m 

▼ 


画面の切り替えについて 


Windows 8 についで 



パソ n ンの取り扱い 
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3 


デスクトップ画面び表示されます。 
















且 Windows 8について 


□テスクトツプ画面か6スタート画面に切り替える 

ポインターを画面の左下隅に合わせ、表示されたスタート画面のアイコ 
ンをクリックする 



读示例） 


スター ト画面び表示されます。 


因 


画面の4隅にポインターを合わせると、バーび表示されます。 

ち側のバーは、「チャーム」と呼ばれるメニューバーです。 

左側のノ（一は、起動しているアプ U ケーシヨンを切り替えることびできます。 
両方とち、すべての画面で表示することびでさます。 

チャームの操作方法 

ポインターを画面の上または下のち隅に合わせる 

または、画面のち端か日左に向かって指でフ I 」ックしてください。 


スタート 



( 

dyna 30 ok | 


圖 

B ai 

一 -- — 

•A m * • ろ ^ 


读示例） 


已つのメニューアイコンび表示されます。 





—ムとアプリケーションの切り替えについて 



パソ n ンの取り扱い 
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且 Windows 8 について 


目的の項目を選択する 


スタート 



圖 

お 

a 

が 

白 

m 

A 

巧 

iiiiiii 

夕 


ホ 

，で、 

-■1 

百 


^ ッ 

• , 

A 

防 

Q 

回 


读示例) 


上か日[検索]、[共有]、[スタート]、[デバイス]、[設定]です。 
内容は、巧のとおりです。 

•因検索 

アプ U ケーシヨンやファイルなどを検索します。 

•困共有 

共有するためのツールび用意されています。 

• スタート 

画面を切り替えます。 

•巨]デバイス 

パソコンに接続している周辺機器を表示します。 

•囚設定 

設定メニューです。電源を切るためのメニューちここにあります。 



パソ n ンの取り扱い 
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且 Windows 8について 


スタート画面でアプリケーションを切り替える方法 

n ポインターを画面の上または下の左隅に合わせる 

または、画面の左端か日ちに向かって指でフ I 」ックしてください。 



读示例） 


ポインターを合わせた場所によって、次の項目び表示されます。 

① 現在起動しているアプ U ケーシヨンの中か日最後に使用したアプ U ケーシヨンのア 
イコンび表示されます。 

② スタート画面を表示している場合は、現在起動しているアプ U ケーシヨンの中か日 
最後に使用したアプ U ケーシヨンのアイコンび表示されます。 

スタート画面でアプ U ケーシヨンを起動している場合は、スタート画面のアイコン 
び表示されます。 

表示させたあとに①か日②、または②か b ①にポインターを移動させると、現在起動 
しているアプ I 」ケーシヨンの一覧び表示されます。 


使用したいアプリケーシヨンをクリックする 



读示例） 


* 画面は、現在起動しているアプ1」ケーシヨンの一覧を表示した例です。 



パソ n ンの取り扱い 
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且 Windows 8 について 


[Windows Update 」 で更新プ□グラムをインス!ルしてください。 
[Windows UpdateJ について 『 Windows ヘルプとサポート』 


ドメインに接続する 


企業内など、ある]つにまとまったネットワークをドメインと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに接続する設定方法を説明します。 

ドメインのユーヴー名やパスワードなど、詳しい設定方法びわか日ない場合はネットワーク管 
理ちにお問し^合わせください。 

本製品を複数のユーヴーで使巧している場合は Administrator と呼ばれる管理者のユーヴーに 
切り替えてか5設定を行ってください。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン（^)をダブルクリックずる 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 


[コント□ールパネル]をクリックする 
[< 弓システムとセキュリティ]をクリックする 
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日付と時刻の確認 


日付と時刻は、デスクトップ画面ち下の[通知領域]に表示されています。 
正しく設定されているかどラか確認してください。 


相が が 


10:55 

2012/07/29 


_读示例） 

正しく設定されていない場合は、 『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を確認して設定してください。 

I Windows 8でわか6ない操作びあつたとを 



Windows 8の使いかたについては、スタ 
のアプ U ] 一 [ Windows システムツール] 

ヘルプとサポート』を参照してください。 

Windows 8の最新情報は次のホームページか日確認でさます。 


卜画面のタイルのない部分でちク I 」ックー[すべて 
► [ヘルプとサポート]をクリックして 、 『Windows 


Windows 8 について 

URL : http :// www . fnicrosoft . cofn / japan / winclows / clefault.msDX 


Windows を最新のが態にする 



パソ n ンの取り扱い 















且 Windows 8について 


円 [システム]をクリックする 

B [コンピューター名、ドメインおよびワークグループの設定]の[設定 
の変更]をクリックする 

[システムのプ□パティ]画面び表示されます。 

Q [コンピューター名]タブで[変更]ボタンをクリックする 

巧 [ドメイン]をチェックしてから接続するドメインの名前を入力し、 
T 1 [0 K ] ボタンをクリックする 

0 ドメインの[ユーザー名]と[パスワード]を入力し、 [0 K ] ボタン 
をクリックする 

而 [0 K ] ボタンをクリックする 
巧 [0 K ] ボタンをクリックする 

[ 1パソコンを再起動してください。 

リカバリーメディアの作成 


U カバ U —メディアを作成しておくことを強くおすすめします。 U カバ U —メディアとは、シ 
ステムやアプ U ケーシヨンをご購入時の状態に復元（リカバリー）するためのちのです。 

IJ カバリーメディアについて『オンラインマニュアル』 

なお、 U カバ U —メディアを使って実際に U カバ U —を行うときは、操作の流れをよくご確認 
ください。 

U カバリーについて「3章買ったときの状態に戻すには」 

I バックアップをとる _ 

作成したファイルを誤って削除してしまったり、突然のパソコンのトラブルによって保をした 
ファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あ日かじめファイルを DVD-R や US 日フラッシュメモ U などの記録 
メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 

一度なくしたデータを復旧することはできません。 

万び一のために、必ず定期的にノ（ックアップをとりましよう。 

本 CD / DVD / プルーレイディスクにノ（ックアップをとる場合、か付けの書き込み可能な CD / DVD / プルー 
レイディスク ドライブ (巿販品）び必要です。 

ただし、すべての外付け CD / DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。した 
びって、すべての外付け CD / DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作はイ呆証でさません。 


40 


ジミ《取り扱い 









電源を切る/入れる 


電源を切る 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る「シャットダウン」を行ってください。間違っ 
た操作を行ラと、故障したり大切なデータを失ったりするおそれびあります。中断するとさは、 
それまでの作業をメモ U に保をして一時的に中断する「スリーフ」びあります。 

スリープについて『オンラインマニュアル』 


A 警告 


電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 

合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 

器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、@ + @キーを巧して OFF にすることびできます。@ + @キー 
を巧して[機内モードオン]に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED び消打し 
ているのを確認してください。 

-ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でち、パソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウェアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel ® Rapid Start Technolo 邑 y で休止状態になっている場合びありますので、確実に 
電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後電源を切って（シャットダウンして） 
ください。 



電源を切る前に 


必要なデータは必ずな存して<ださい。イ呆存されていないデータは消失します。 

起動中のアプリケーションは終了してください。 

SSD やメディアへのアクセス中は、電源を切らないでください。データび消失するおそれびあり 
ます。 
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パソ n ンの取り扱い 






















o 電源を切る/入れる 


電源を切るには、次のよラに操作してください。 

ポインターを画面の上または下のち隅に合わせる 



チャームび表示されます。 

0隱定]をクリックする 


读示例) 






画面ち側に[設定]画面び表示されます。 


口 [電源]をクリックし①、表示されたメニューか5 [シャットダウン] 
をクリックする③ 



读示例） 


Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコンの電源び切れると、 Power わに D び消灯します。 
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パソ n ンの取り扱い 





























o 電源を切る/入れる 



電源を切ったあとは 


パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切っ 
て < ださい。 

ディスプレイは静かに操作してください。無理な力を加えるとパソコン本体び故障する場合びあ 
0ます。 

パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 
周辺機器の取り付け/取りはずし、 BIOS セットアップの設定などを行う場合は、 柳/打 I キー 
を押しなびら、メニューから[シャットダウン]をクリックしてください。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにちう一度起動することを「再起動」といいます。パソコン 
の設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 
再起動するには、次のよラに操作してください。 

① チャームの[設定]をクリックする 
画面ち側に[設定]画面び表示されます。 

② [電源]をクリックし、表示されたメニューか5 [再起動]をクリックする 
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ぶろメモ 


システムび操作でさなくなり、チャームの[設定]画面から電源を切ることびでさない場合は、電源ス 
イッチを已秒し U 上押すと、強制的に電源を切る（強制終了）ことびできます。 

強制終了は、システムび操作できなくなったとき L 义 H は行わないでください。強制終了を行ラと、スリー 
プ/休止状態は無効になります。 



パソ n ンの取り扱い 




















o 電源を切る/入れる 


Windows セットアップを終スたあとは、巧の手順で電源を入れます。 

電源を入れる前に ; 




各ス□ットに記録メディアなどをセットしている場合は取り出してください。 

プ U ンターなどの周辺機器を接続している場合は、バソコン本体より先に周辺機器の電源を入れ 
てください。 


電源スイッチを押し、指をはなす 

確実に電源スイッチを巧してください。 

〕 owe 「 （ I ) LED び白色に点灯することを確認してくださし、。 



□ック画面（画面左下に大きく曰時び表示されている状態）び表示された場合は、 

I SH // TI キーを巧してください。次の画面に進みます。 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面び表示されます。 
パスワードを入力して I ENTER I キーを巧してください。 

複数のユーヴーで]台のパソコンを使用している場合、表示されているユーヴーとは 
違ラユーヴーでサインインしたいときは、[ユーヴーの切り替え]ボタン （◎) をク 
U ックしてください。ユーヴーの一覧び表示され、希望のユーヴーを選択でさます。 

Windows が起動します。 
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電源を入れる 



パソ n ンの取り扱い 















































o 電源を切る/入れる 


I 電源に関する表示 _ 

電源の状態はシステムインジケーターの点灯状態で確認することびでさます。 
電源に関係あるインジケーターとそれぞれの意味は;欠のとおりです。 


本電源に関するトラブルについては、「4章 n Q & A 集」を参照してください。 


メモ 


I 本製品にはス U - プから一定時間をに休止が態に変わる Intel ® Rapid Start Technology び搭載され 
ており、購入時の設定では有効になっています。 

『オンラインマニュアル』 




状態 

パソコン本体の:!犬態 

DC IN / 己 atte 「 y * i / 口 LED 

白色の点灯 

電源コードと AC アダプターを接続 
してし、る 

(バッテ U - 充電完了） 

オレンジ色の点灯 

電源コードと AC アダプターを接続 
している 

(バッテ U —充電中） 

オレンジ色の点滅 

充電び必要 

消灯 

電源コードと AC アダプターを接続 
していない 

Power c !) LED 

白色の点灯 

電源 ON 

オレンジ色の点滅 

ス1」ープ中 

消灯 

電源 OFF 、 休止状態 



パソ n ンの取り扱い 


が 



















面面で見る 7 ニユアル 


Windows び起動しているときに、『オンラインマニュアル』をパソコン画面上で見ることびで 
さます。 

『オンラインマニュアル』には、本製品の使用方法についての説明びよりをく記載されています。 

I 起動方法 




スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

[オンラインマニュアル]アイコン（知）をダブルクリックずる 

『オンラインマニュアル』び表示されます。 


ぶすメモ 


『取扱説明書（本書)』の内容も、パソコンの画面上で見ることができます。東芝 PC 総合情報サイト 
rctvnabook.com ( http :// ctvnabook . com / pc/)J からダウン □— ドしてください。 
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パソ n ンの取り扱い 











2 章 


■ システム房巧の巧ち 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定ずる方 
法について説明しています。 


1システム環境の変更とは . 48 

2 BIOS セットアップを使う . 49 

3パソコンの動作:!犬況を監視し、記録する 

-ま芝 PC ヘルス モニター . 已2 








システム垣境の巧更とは 



本製品は、巧のよラなパソコンのシステム環境を変更でさます。 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーテイ U テイで変更するか、または BIOS セッ 
トアップで変更するか、2つの方法びあります。 

通常は、 Windows 上のユーテイ U テイで変更することを推奨します。 

各項目の詳細は、『オンラインマニュアル』を参照してください。 


シ 

之 

I 

環 

境 

の 

変 

要 


変更できる項目 

Windows 上のユーテイリテイ 

八ードウエア環境（パソコン本体）の設定 

「東芝システムセッティング」 

パスワード 

セキユ1」テイの設定 

ユーヴーパスワード 

r 東芝パスワードユーティ U ティ」 

スーパーパ'ィヴー 
パスワード 

r 東芝パスワードユーティ1」ティ」 

省電力の設定 

「電源オプション」 


BIOS セツトアップについては r 本章已 BIOS セツトアップを使う」をご覧ください。 
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BIOS セットアップをほ 5 


BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ□グラムの 
ことです。 

巧のような設定びできます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 
• セキュ I 」ティの設定 
• 起動方法の設定 


ぶすメモ BIOS セットアップを使用する前のを 意 


I 通常、システム構成の変更は Windows 上の「まちシステムセッティング」、「ま芝パスワードユーティ 
U ティ」、「電源オプション」、「デバイスマネージャー」などで行ってください。 

「ま芝システムセッティング」「ま芝バスワードユーティ U ティ」「電源オプション」について 
『オンラインマニュアル』 

「デバイスマネージャー」について 『 Windows ヘルプとサポート』 

I 使用しているシステムによっては、システム構成を変更してを、変更び反映されない場合びあります。 

I BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切っても消えません。しかし、時計用バッテリーび消耗 
した場合は標準設定値に戻ります。 


1 


起動と終了/ BIOS セットアップの操作 


日 IOS セットアップの起動/終了や操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボー 
ドを使巧してください。 

ディスプレイを起こす ri 章 □-E9 ノート PC モードにするには」 


起動^^^^^^^^^^^^ 

n データを保存し、 胃日 キーを押しなび5 [シャットダウン]をクリッ 
" クして電源を切る 

電源の切りかた ri 章 0- の電源を切る」 


電源スイッチを押し、すぐに屋]キーを数回押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 


示されます。パスワードを入力して f / V 巧/?キーを巧してください。 


パスワードについて『オンラインマニュアル』 

日 IOS セットアップび起動します。 

起動でさなかった場合は、手順 D の終了操作を行ってパソコン本体の電源を切り、 
手順日をやり直してください。 
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システム環境の変更 





















O BIOS セツトアップを使う 


适中でお了する方法 


設定内容びよくわか日なくなったり、途中で設定を中止する場合に行います。この場合は変更 
した内容は、一部の設定を除さ無効になります。 

設定値は変更前の巧態のままです。 

各種パスワード、 [ Main ] メニューの [System Time ] と [System Date ] の各設定については、 


変更前の状態に戻りません。 


V 


应。キーを押ず 

画面にメッセージび表示されます。 

に]キーを押す 

日の S セツトアップび終了します。 
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終了 



n 巨]巨]キーを押して、 Exit] メニューを表示する 
終了方法を選択する 

P 画面の指示に従って己 I0S セットアップを終了する 


システム環境の変更 











O BIOS セツトアップを使ラ 



mm 甚本操作 ■ 

基本操作はなのとおりです。 


メニューを選択ずる 

1 *— 1または1 一 1 

上段のメニュー名び反転している部分び現在表示している 
メニュー画面です。 

変更したい項目を還おする 

[I] または [I] 

画面中で反転している部分び現在変更でさる項目です。 

サブメニューや設定値の一覧を 

1 ENTER 1 

項目を切り替える 

\ tab \ 

* 一部の項目のみ 

設定内容を変更ずる 

固.回 

* 一部の項目のみ 

設定内容を標準値にする 

回 

メッセージび表示されます。 w キーを巧してください。 

さ種パスワードなど一部の設定については、標準値に戻り 
ません。 

設定を保存し、己 IOS セットアッ 
プを終了ずる 

1"〇1 

メッセージび表示されます。キーを巧してください。 

日 IOS セットアップ終了後、 Windows び起動します。 

保をしない場合はキーを巧して < ださい。 

設定を保存しないで、 BIOS セッ 
トアップを終了する 

\ ESC \ 

メッセージび表示されます。 W キーを巧してください。 
サブメニュー表示中は]つ前の画面に戻ります。 

各種パスワード、 [ Main ] メニューの [System Time ] 

と [System Date ] の各設定については、変更前の状態 
に戻りません。 


没立っ操作集-^ 

スーパーバイザーパスワー ドに ついて 

スーパーバイヴーバスワードを設定すると、起動するドライブの変更の禁止や、 BIOS セットアップ 
の設定を変更でをないよラにするなど、パソコン本体の設定について制限をかけられます。 

『オンラインマニュアル』 

制限をかけた設定を変更したい場合は、 r ま芝； f スワードユーティ U ティ」でスーパーノ（イヴー;くスワー 
ドの解除、または設定の変更を行ってください。 

V J 
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システム環境の変更 




























パソコンの動かが況を監巧し* 

記録ずる —ま芝 PC ヘルス モニター 


r 東芝 PC ヘルスモニタ」は、消費電力や冷却システムなどを監視し、システムの状態をメッセー 
ジなどでお知日せします。 また、) (ソコン本体および各種デノ（イスの使用状況を、収集管理します。 

r 東芝 PC ヘルスモニタ」の機能は、ヘルプで確認でさます。 



• 「ま芝 P 巳へルスモニタ」は、いかなる場合をま芝の標準的な保証の範囲を広げるをのでち変更す 
るものでをありません。まちの標準的なな証び適用されます。 


ぶ3 メモ 


• 収集管理されるパソコン本体やさ種デバイスの情報、および使用状況の情報は、パソコン本体の SSD 
に保存されます。これらの情報には(下の内容び含まれます。 


P 巳の基本情報 

モデル名、型ま、製造番号、目 IOS バージョンなど 

さ種デバイスの基本情報 

ディスプレイ、サウンド、ネットワーク、 SS □など 

オペレーティングシステム 

情報 

0 S バージョン、日 S をインス! -- ルした日時 、 Direct X のバージョン、 
Internet Explorer のバージョン、修正プ□グラムのリストなど 

さ種デバイスの操作時間/ 
回数 

電源スイッチ、キーコンビネーション、 AC アダプター、バッテリー 
パック、ディスプレイ、フアン、 SSD 、 US 目など 

バソコンの使用開始曰付 

- 

パソコン本体や各種デバイ 
スの使用状況 

省電力設定、バッテ1」ーパックの温度や放充電容量、 CPU 、 メモ1」、 
バックライトの点な時間、各種デバイスの温度など 


* 1搭載モデルでのみ情報び保巧されます。 

SSD に保存されるデータの量は1年間で 10 MBLU 下であり、 SSD の全体容量のわずかしか使用しま 
せん。 

•これらの情報は、システム状態の監視と通知、および、パソコンびま芝 P 巳あんしんサポートに持ち込 
まれたときの不具合の診断に使用します。また、まちはそれらの情報を品質保証適用の判断に使用する 
ことちあります。 

•「ま芝 PC ヘルスモニタ」は、一度ち効にした場合でも、「コントロールパネル」の[プ□グラムのアン 
インス!ル]からアンインストールずることで、本機能を動作しないようにずることびできまず。 
その際、 SSD に記録されている「まち PC ヘルスモニタ」び採取したデータは自動的に削除されまず。 
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システム環境の変更 

























o パソコンの動作;!犬況を監視し、記録する -まき PC ヘルスモニタ- 


まち PC ベルスモニタを起動する 


ここでは、「東芝 PC ヘルスモニタ」の起動方法について説明します。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

口 [デスクトップアプ U メニュ ー] アイコン（^)をダブルクリックずる 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 


[ヴポート&リカバリー] 一 [PC ヘルスモニタ 0] をクリックする 

初めて起動したときは、「東芝 PC ヘルスモニタ」の説明画面び表示されます。 

[次へ]ボタンをク U ックすると、[東芝 PC ヘルス モニタについてのま意事項および 
データの収集と利用の許諾]画面び表示されます。画面に表示された内容を確認し、 
を意と許諾の内容に同意のうえ、[同意する]を選択し、 [0 のボタンをク U ックし 
てくださし、。 

r 東芝 PC ヘルスモニタ」び起動し、パソコンの機能の監視と使巧状況の情報収集管理 
を開始します。システムの状態は表示される画面で確認でさます。 

不調の原因となりラる変化び検出された場合、メッセージび表示されます。メッセー 
ジの内容に従って操作してください。 

また、冷却メッセージび表示された場合には、巧の説明を確認してください。 

「本節巧]メッセージが表おされた場合」 


ぶ巧メモ 


• 「東芝 PC ヘルスモニタ」の利用の許諾に同意し、一度プ□グラムを有効にすると、「まち 
PC ヘルスモニタ」の画面を閉じてち、パソコンの機能の監視と使用状況の情報収集管理は 
続行されます。この場合、不調の原因となりラる変化び検出されたときは、通巧領域の[ま 
ち PC ヘルスモニタ]アイコン （因） からメッセージび表示されます。 


r 東芝 PC ヘルスモニタ」の詳細は、ヘルプを参照してください。 


ヘルプの起動方法 


n 通知領域の[東芝 PC ヘルスモニタ]アイコン（因）をちクリックし、 
表示されたメニューか5 [ヘルプ]をクリックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 BI をク U ックしてください。 
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システム環境の変更 























o パソコンの動作が況を監視し、記録する -まち PC ヘルスモニタ- 


目 


メ ツセー ジ画面で 

「東芝冷却性能診断ッ- 


[0K] ボタンをクリックする 

-ル」び起動します。 


画面の指示に従って操作する 

診断の結果、なのメッセージび表示された場合は、東芝 PC あんしんサポートへお問 
し、合わせください。 

「 PC のを却性能が低下している可能性がありまず。まむしてお使いいただくために、 
東芝 PC あんしんヴポートへお問い合わせ< ださい。」 


-時的に使用される場合は、省電力の設定を変更することをおすすめします。 
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ツセージび表示された場合 



不調の原因となりラる変化び検出された場合、メッセージび表示されます。メッセージの内容 
に従って操作してください。 

次のメッセージび表示された場合は、 r 東芝を却性能診断ツール」を実行してください。 

「 PC のを却性能び低下している可能性があります。を现齡 g 診断ツールを実行してください。」 

r まち巧却性能診断ツール J を実行する 


システム環境の変更 










o パソコンの動作;!犬況を監視し、記録する -まき PC ヘルスモニタ- 


I 省電力の設定を巧更する _ 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

T 1デスクトップ画面び表示されます。 

0 [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン（回）をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

巧 [コント□ールパネル]をクリックする 

Q システムとセキュリティ]一[省*電源オプション]をクリックし、 
T1 選択している電源プランの[プラン設定の変更]をクリックする 

S [詳細な電源設定の変更]をクリックする 

[詳細設定]画面び表示されます。 

H [東芝省電力設定]をダブルクリックし、表示される項目の[熱制御の 
^設定]をダブルクリックする 

Q [バッテリ駆動]と[電源に接続]で、それぞれ [ CPU 速度低下を優先] 

口を選択する 

n [ OK ] をクリックする 

m 東芝冷却性能診断ツールは、いかなる場合ち東芝の標準的な保証の範囲を広げるちの 
でち変更するちのでちありません。東芝の標準的な保証び適用されます。 



シ 

之 

h 

環 

境 

の 

変 

要 
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具つたとをのが慮に戻ずには 

—リカパリ —— 


この章では、パソコンの動作びおかしくなり、いろいろなトラブル解 
消方法では解決できないときに行う「リカバリー」について説明して 
います。リカバリーを行うことでシステムやアプリケーシヨンを購入 
時の状態に復元でさます。作成したデータなどび消去されますので、 
よく読んでか5行ってください。 


1パソコンを初期状態に戻すために 

- U カバリーとは一 . 已8 

2パソコンをネリ期:!犬態に戻す-リカバ U —- . 62 

3パソコンを初期げ態に戻したあとは . 67 

4プレインス I ルのアプリケーションを 

再インス!ルする . 68 










パソコン巧巧巧が態に戻ずたゆに 


-リカパリーとは一 


パソコンを初期状態に戻す（リカバリー）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインス 
トールしたアプ U ケーシヨン、現在の設定などをすべて削除し、ちラー度ご購入時の状態に復 
元することです。 SSD 内に保をされているデータ（文書ファイル、画像•映像ファイル、メー 
ルやアプ U ケーシヨンなど） はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメールの設定、 
Windows パスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定していない状態になります。 

次のよラな場合で、どラしてち改善する方法びないとさに U カバ U —をしてください。 

•パソコンの動作び非常に遅くなった 

• 周辺機器び使えなくなった 

• SSD にあるシステムファイルを削除してしまった 

• コンピューターウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない 

•パソコンの調テびおかしく、いろいろ試したび解消できない 

• 東芝 PC あんしんヴポートに相談した結果、「リカバ U —び必要」と診断された 

* 1ウイルスチェックソフトび正甫に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびでをない場 
合びあります。 

一度 U カバ U —を始めると、途中で中止したり、パソコンの電源を切ることびでさません。 

U カバ U —には時間びかかりますので、時間の余裕をちつて行ってください。 



市販のソフトウエアを使用してパーテイシヨンの構成を変更すると、 U カバ U - びできなくなる 
ことびあります。 


ぶ巧メモ 


I リカバリーは、ユーヴー権限にかかわらず、誰でち実行でさます。誤ってほかの人に1」カバ U —を実行 
されないよラ、ユーヴーパスワードを設定しておくことをおずすめします。 

ユーザーパスワード『オンラインマニュアル』 

I 購入時にプレインス I ''ールされていたアプ U ケーシヨンやドライバーを誤って削除してしまった場合 
は、スタート画面のタイルのない部分でちク1」ックー[すべてのアプ U ] 一 [アプ1」ケーシヨンの再イ 
ンストール]から再インストールを行ラことをおすずめしまず。 

「本章ロプレインストールのアプ U ケーシヨンを再インストールずる」 

それでも解消でをない場合に U カバ U - を行ってください。 
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買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 


















D パソコンを初期状態に戻すために-リカバリーとは- 


パソコンを初期状態に戻す前に巧認すること 


パソコンの動作びおかしいと感じたとさ、なの方法を実行してみてください。 U カバ U —をし 
なくてち、状態び改善される場合びあります。次の方法をすべて試してみてち状態び改善され 
ない場合に、 U カバ U —を実行してください。 

I ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 

ウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどうかを確認してください。 
ウイルスび検出されたら、ウイルスチェックソフトで駆除できます。その際、ウイルス定義ファ 
イル（パターンファイル）は、最新のちのに更新しておいてください。 

場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスもあります。そのときは、 
1」カバI」一を実行してください。 

I 周辺機器をすべて取りはずし、再度確認する _ 

US 曰対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障害の原因となっている場合びあります。 
それ日を 取りはずしてか 日、 再起動して、動作を確認してみてください。また、電源関連の 卜 
ラブルの場合は、パソコンの電源を切り、電源コードと AC アダプターをいったん取りはずし、 
再度取り付けてか 日 起動し直してみてください。 

機器の取りはずし『オンラインマニュアル』 

I ほかのトラブル解消方法を探す _ 

パソコンの調テびおかしいと思ったときは、「4章 n Q&A 集」を確認してください。いろい 
ろな解消方法を紹介しています。 

それでち解消できないときに、 U カバ U —をしてください。 

I r システムの復元 J でな前の状態に復元する _ 

「システムの復元」は、パソコンに問題び発生したときに、個人巧のデータを失わずにパソコン 
を LU 前の状態に復元するための機能です。 

詳しくは、 『Windows ヘルプとサポ ー ト』を参照してください。 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ 1— 













パソコンを初期が態に戻すために- リカバリーとは- 


パソコンを初期状態に戻す前にしてお < こと 


U カバ U —をはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 

I 準備するもの _ 

•『取扱説明書』（本書） 

• 巻末の U カバ U —チェックシートをコピーしたちの 

• U カバ U- メディア（あ日かじめ作成してある U カバ U- メディアから U カバ U- する場合) 
•外付けの DVD/ ブルーレイディスクドライブ（市販品） （DVD の U カバ U- メディアか日 

U カバ1」一する場合） 

* ただし、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作*語は行っておりません。したびっ 
て、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作はな証できません。 

I が要なデータのバックアップをとる _ 

U カバ U — をすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプ U ケーシヨンなど、 
SSD に保をしていた内容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラなデータは削除され 
ますので、可能な場合は、記録メディア （CD/DVD や US 日フラッシュメモ U など）にバッ 
クアップをとってください。 

本本製品で CD / DVD / ブルーレイディスクにバックアップをとる場合、外付けの書き込み可能な CO/DVD 
/ブルーレイディスクドライブ（巿販品）び必要です。 

ただし、すべての外付け CD / DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。した 
びって、すべての外付け CD / DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作はな証でさません。 

•[ドキュメント](または[マイドキュメント])、[ピクチャー](または[マイピクチャー]) 
などの データ 

• 購入後にデスクトップに保存したデータ 

• Microsoft Internet Explorer の[お気に入り]のデータ 

• メール 送受信 データ 

• メール アドレス帳 

• プレインストールされているアプI」ケーシヨンのデータやファイル 
• 購入後にインスIルしたアプ U ケーシヨンのデータ 
•購入後に作成したフォルダーとファイル 

また、 U カバ U —後ち現在と同じ設定でノ（ソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておい 
てください。 

ただし、 SSD をフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合は、バックアップをと 
ることびできません。また、 U カバ U —を行ってち、 SSD に保をされていたデータは復元でき 
ません。 
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買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 












D パソコンを初期状態に戻すために - U カバリーとは- 


I アプ IJ ケーシヨンのセッ ト アップ 用 記録メディアを確認する 

購入後に追加でインスI-ールしたアプ U ケーション、プ U ンターなどの周辺機器のドライバー 
は、 U カバ U —後に再度インス!-ールする必要びあります。これ日をインス!-ールするための 
記録メディア （CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーションによっては、 ID 番号などび必要です。あ日かじめ確認してください。 

I 各種設定を確認する _ 

インターネットや LAN の設定、 Windows サインイン時のアカウント名などの設定項目を控え 
ておいてください。ウイルスチェックソフトなど、セットアップ時に認証キーの入力び必要な 
アプリケーションは、認証キーの番号を控えておいてください。設定項目や認証キーの番号な 
どの確認方法は、各アプ U ケーションのヘルプを参照するか、サポート窓口にお問い合わせく 
ださい。 

I 無線通信機能び ON であるか確認する _ 

無線通信機能び ON であることを確認してください。 

ON になっていない場合は、@ + @キーを巧して、[機内モードオフ]にしてください。 

I 周辺機器を取りはずす _ 

プリンター、マウスなどの周辺機器は取りはずしてください。このとき、パソコン本体の電源 
を切ってから行ってください。 

機器の取りはずし『オンラインマニュアル』 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ 1— 










パソコン巧巧巧が態に戻ず 


-リカバリ— 


本製品を U カバ U —する方法について説明します。 

リカバリーは、ユーヴー権限にかかわ日ず、誰でち実行でさます。 


の 


い < つかある初期が態に戻す方ミ去 


リカバリーには、次の方法びあります。 

• SSD か日 U カバ U —をする 

• U カバI」ーメディアか5 U カバ'I」一をする 

通常は SSD か日 U カバ U —をしてください。 

U カノ （U- メディアか日の U カノ（1」一は、 SSD の U カノ （U- ツール（システムを復元するため 
のちの）を消してしまったり、 SSD か日 U カノの一びできなかった場合などに行うことをおす 
すめします。 

U カバ U —メディアは、あ日かじめ作成しておく必要びあります。 

U カバリーメディアの作成『オンラインマニュアル』 


2 


SSD か6パソコンを初期状態に戻す 


ぶ巧メモ 


•記録メディアをセットしていないが態で実行してください。セットされていると、エラーになる場合び 
ありまず。 

•[キャンセル]ボタンび無い画面で操作を中断したい場合は、[オプションの選択]画面び表ホされるま 
で◎ボタンをク U ックし、 [ PC の電源を切る]ボタンをク U ックしてください。 

◎ボタンび表示されていない場合は、[キャンセル]ボタンび表示されるまで操作を進めてから[キャ 
ンセル]ボタンをク1」ックしてください。 


次の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使巧してください。 
ディスプレイを起こす ri 章 □-E9 ノート PC モードにするには」 

n データを保巧し、臣西^キーを押しなび5 [シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた「1章0■の電源を切る」 

Q 電源コードと AC アダプターを接続する 


V 
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買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 




















且パソコンを初期げ態に戻す - U カバリ—— 


口 電源スイッチを押し、すぐに本体キーボードの固（ゼ □) キー(かな 
入力の固キ -) を数回押ず 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して医胃固キーを巧してください。 

[キーボードレイアウトの選択]画面び表示された場合は、手順0に進んでください。 
[オプションの選択]画面び表示された場合は、手順0に進んでください。 

21 [Microsoft IME] をクリックする 

~1[オプションの選択]画面び表示されます。 

3 [トラブルシューティング]をクリックする 

1[トラブルシューティング]画面び表示されます。 

3 [PC を初期状態に戻す]をクリックする 

「この操作を行ラと：」と表示されます。 

[次へ]ボタンをクリックする 

「目的のオペレーティングシステムを選んでください。」と表示された場合は、手順 
□ に進んでください。 

「ファイルの削除だけでなく、ドライブを完全にク U — ンアップしますか？」と表示 
された場合は、手順0に進んでください。 

[Windows 8] をクリックする 

「ファイルの削除だけでなく、ドライブを完全にク U — ンアップしますか？」と表示 
されます。 

[ドライブを完全にクリーンアップする]をクリックする 

「すべて準備できました」と表示されます。 

[初期状態に戻す]ボタンをクリックする 

画面下部に 「PC をな)期状態に戻しています」と表示され、進行状況びパーセントで 
表示されます。この間、何ち操作する必要はありません。そのまましば日くお待ちく 
ださい。 

また、この間は絶対に電源を切らないで<ださい。 

じ(降は画面に従って操作してください。 



Windows ①セットアップを巧う 

詳細について n 章□■田]- ■! 


Windows のセットアップ」 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ 1— 


















且パソコンを初期が態に戻す - IJ カバ I 」 一- 


[リカバリーメディアか5パソコンを初期が態に戻す 


U カバ U —メディアは、あ日かじめ作成しておく必要びあります。 
U カバリーメディアの作成『オンラインマニュアル』 
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DVD の U カバ U —メディアで U カバ U —をする場合は、あらかじめ外付けの DVD / ブルーレ 
イディスクドライブ（市販品）を接続してください。 

* ただし、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。したびって、 
すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作はな証でさません。 

接続方法 『 DVD / ブルーレイディスクドライブに付属の 説明書』 

庐！ メモ 

•操作の途中で[キャンセル]ボタンをクリックずると、じ(降リカバ U —メニューび表示されなくなります。 


次の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使巧してください。 
ディスプレイを起こす ri 章 Q-mm ノート pc モー ドにするには」 


呂 





電源コードと AC アダプターを接続する 
リカバリーメディアをセットする 

U カバ U —メディアび複数枚ある場合は、「ディスク]」か日セットしてください。 

US 日フラッシュメモ U の場合は USB コネクタに差し込んでください。 

データを保存し、 巧^ キーを押しなびら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた「1章0•己]電源を切る」 

電源スイッチを押し、すぐに臣固キーを数回押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して I E / V 巧/? I キーを巧してください。 

任]または匹]キーで起動ドライブを選択する 

U カバ U —メディアび DVD の場合は外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブを 
示す項目 ([USB ODD ] など）、 U カバ U - メディアび US 日フラッシュメモ U の場 
合は USB フラッシュメモ U を示す項目 （[ US 日 Memory ] など）を選択し、 
| fA /7~ f/?i キーを巧してください。 

■ 表示言語を選択する画面が表示された場合 

[日本語]を還択し、じ欠へ]ボタンをク I 」ックしてください。 

「 TOSH 旧 A Recovery Wizard 」 か「システム回復オプション」かを選択する画面び 
表示されます。 
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且パソコンを初期げ態に戻す - U カバリ—— 


□ 


[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、じ夕へ]ボタンをクリッ 
クする 

警告メッセージ画面び表示されます。 


U 画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 


[初期インストールソフトウェアの復元]をチェックし、[巧へ]ボタン 
をクリックする 

[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、 SSD のデータを完全に消去するためのちのです。通常 
は実行しないでください。実行すると、 SSD 上にある、すべてのデータび削除されます。 
「4章 Q-B SSD の内容をすべて消去ずる」 

「八ードディスクの内容は、すべて消'去されます。」といラメッセージび表示されます。 
処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[巧へ]ボタンをクリックする 

じ欠へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティションを初期化してい 
ます。しば日くお待ちください。]画面び表示されます。 

長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U —の経過に従い、画面び変わります。 

* 最初に[コピーしています。]画面び表示される場合びあります。長い時間表おされる場合びあり 
ますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

U カバ U —メディアび複数枚ある場合は、メディアを入れ替えるメッセージび表示さ 
れ、 U カバ U —メディアを取り出せる状態になります。メディアの番号順に入れ替え、 
[0 K ] ボタンをク U ックしてください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 



■ 


V 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ 1— 
























且パソコンを初期が態に戻す - IJ カバ I 」 一- 


リカバリーメディアの種類により次の操作を行う 

■ DVD の場合 

① [終了]ボタンをク U ックする 

自動的に U カバ U —メディアを取り出せる状態になります。 

② U カバ U- メディアを取り出す 

■ USB フラッシユメモリの 場合 

① USB フラッシュメモ U を取りはずす 

② [終了]ボタンをク U ックする 

[しば日くお待ちください。]画面び表示されます。 

ここか日;欠の手順の[ライセンス条項]画面び表示されるまで、何ち操作する必要は 
ありません。そのまましば日くお待ちください。 

また、この間は絶巧に電源を切日ないでください。 


Windows のセットアップを行う 

詳細について n 章□■田]- ■! 


Windows のセットアップ」 



買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 


が 













• Office 搭載モデルの場合、 U カバ U - 後、 「 Office 」 のライセンス認証び必要になります。 

詳細について r はじめに- la 「 Office 」 のライセンス認証について」 

• 一部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ U - 後に再インストールをする必要びあります。 

詳細について「本章0プレインストールのアプ U ケーシヨンを再インストールずる」 


バックアップしておいたデータを復元する 


ノ（ツクアツプをとっておいたデータを使いたい場合は、バツクアツプした記録メディ アからデー 
夕を読み込んで < ださい。 

アプ U ケーシヨンによってバックアップ方法や復元方法び用意されている場合は、その方法に 
従って復元してください。 
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パソコンを初期が態に戻したおとは 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、ちラー度設定をやり直 
してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインストールち、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

その他必要に応じて、インターネットやメールの再設定、ウイルスチェックソフトの設定や要 
新などび必要です。 


ぶすメモ 


買つたとさの状態に戻すには—リカバリ 1— 











プレインストールのアプ y ケーシ a ン 
を巧インストールずる 



本製品にプレインストールされているアプ U ケーシヨンは、一度削除してしまってち、必要な 
アプ U ケーシヨンやドライバーを指定して再インストールすることびできます。 


同じアプ U ケーシヨンびすでにインス!-ールされているときは、コント□ールパネルの「プロ 
グラムのアンインス I ル」または各アプ U ケーシヨンのアンインス I ルプ□グラムを実行 
して、アンインス!ルを行ってください。 

アンインストールを行わずに再インストールを実行すると、正常にインス I -ールでさない場合 
びあります。ただし、上記のどち日の方法でちアンインス I -ールび実行でさないアプ U ケーシヨ 
ンは、上書さでインス!-ールしてち問題ありません。 

n 操作手順 

Q スタート画面のタイルのない部分で、ちクリックする 
Q [すべてのアプリ]をクリックする 
百 [图アプリケーシヨンの再インストール]をクリックする 
[セットアップ画面へ]をクリックする 

アプ U ケーシヨンやドライバーのセットアップメニュー画面び表示されます。アプリ 
ケーシヨンやドライバーのセットアップメニューは、カテゴ U ごとのタブに分かれて 

I います。 

タブをク U ックして再インストールしたいアプ U ケーシヨンを探してください。 

画面左側にはアプ U ケーシヨンの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーシヨンの説明び書かれていますので、よくお読みください。 

I 画面左側のアプリケーシヨン名を選択し、画面ち側の [ rxxx 」 のセッ 
トアップ]をクリックする 

rxxx 」 にはアプ U ケーシヨン名び入ります。 

選択したメニューによっては別の言葉び表示されます。説明文の下の、下線び引かれ 
ている言葉をク U ックしてください。 

f 表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

rxxxxx (ファイル名）を実行または保をしますか？」というメッセージび表示され 
た場合は、[実行]ボタンをク U ックしてください。 

反 f メモ _ 

•[ アプ U ケーシヨンの再インス!ル]にないアプリケーシヨンは、 Windows ストアからダウン □- 
ドでさる場合びあります。 
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買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 














4 章 


■ 困つたとをは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。トラプルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、 
解消方法を探してみてください。 

また、パソコン本体を捨てるときや人に譲るときに知っておいて欲し 
いことを説明していまず。 


1 Q&A 集 . 70 

2捨てるとを/人に譲るとを . 81 







ここに掲載している Q&A 集のほかに、『オンラインマニュアル』にも Q&A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないとさは、『オンラインマニュアル』ち参照してください。 


電源を入れると宝/切ると宝 


Q 電源スイッチを巧して指をはなしてを 、 Power LED び点灯しない . 71 

Q 電源び入るび、すぐに切れてしまラ 

電源が入5ない . 71 

Q 電源を入れたび、システムび起動しない . 72 

Q 使用中に前触れちなく、突然電源び切れることびある . 72 

Q しば5<操作しないとさ、電源が切れる . 73 


2 1 

画面/表术 . 

. 74 


Q 青い画面（ブルースク IJ - ン）び表示され、操作でをなくなった . 

. 74 


Q 画面表 7 JT か回転してしまった . 

. 74 

3| 

システム /SSD . 

. 75 


Q パソコンび応答しなくなった . 

Q 再起動や電源を入れ直してち、トラブルび解消しない . 

. 7己 

. 7己 

4| 

9 ツチパネル . 

. 76 


Q 画面にタッチしてち反応しない . 

. 76 

5 

メツ t — シ . 

. 76 


Q「Password =」と表术されに . /巨 

Q 「 HDD/SSD Password =」と表示された . 76 

Q 起動時に 「RTC battery is low 

Check system . Then press [ F 2] key 」 と表示され、 

Windows び起動しない . 77 

Q 起動時に rintel ( R ) AT system lock due to : Stolen 

Message Received …」といラメッセージび表示された . 78 

Q 「システムの日付または時刻び無効です」と表示された . 78 

Q 次のよラなメッセージび表示された . 78 

Q その他のメッセージび表示された . 79 


且 [ 飾他 . 79 


Q SSD か5パソコンを初期状態に戻せなくなったとさは . 79 

Q 異常なにおいや過熱に気づいた！ . 79 

Q 操作でをない原因びどラしてちわか5ない . 80 











































D Q&A 集 


or 電源を入れるとを/切るとき 


電源スイッチを巧して指をはなしても 、 Power LED び点!灯しない 


©► 電源スイッチを巧す時間び短いと電源が入らないことがあります。 

確実に電源スイッチを巧してください。 Power LED び点 ' なすることを確認してください。 


^電源び入るび、すぐに切れてしまラ 
リ電源び入 S ない 


バッテリーの充電量び少ない可能性びあります。 

本製品用の電源コードと AC アダプターを接続し、充電してください。 
(他製品用の電源コードと AC アダプターは使用でさません） 

バッテ U - の充電について『オンラインマニュアル』 


0►パソコン内部の温度び一定] U 上に達すると保護機能び働き、システムが自動の 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 


@►パソ コ ン本体か5いったん、電源 コー ドと AC アダプターを取りはずしてくだ 
さい。 

① 電源 コー ドと AC アダプターを 取りはずす 

ノ（ソコンに接続している周辺機器ち取りはずしてください。 

電源コードと AC アダプターを取りはずしたままの状態で、しば日く放置してくだ 
さい。 

② 電源コードと AC アダプターを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む 

③ 電源スイッチを巧し、指をはなす 

確実に電源スイッチ対甲してください。 Power に D び点灯することを確認してく 
ださい。 

電源 コードと AC アダプターの 接続 

「1章 □■己 ] -U 電源 コードと AC アダプターを 接続する」 

しソ上の手順でち解みでさない場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 













D Q&A 集 




電源を入れたが、システムび起動しない 


©►起動ドライブを SSDLU 外に設定した場合に、システムの入っていない記録メ 
ディアがセットされている可能性びあります。 

システムび入っている記録メディアと取り換えるか、またはドライブか日記録メディ 
アを取り出してか日、何かキーを巧してください。 

それでち正常に起動しない場合は、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボー 
ドを使用してなのよラに操作してください。 

ディスプレイを起こす「1章 □-B ノート PC モードにずるには」 

① 電源スイッチを已秒じ(上巧して電源を切る 

② 電源スイッチを巧し、すぐにドた]キーを数回巧す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび 
表示されます。パスワードを入力して I f / v 巧 /?I キーを巧してください。 

③ 表示されたメニューか日システムの入っているドライブ（通常は SSD を示す項目） 
を巳 "1[ in キーで選択し、店万なのキーを巧す 




ほ用中に前触れちな<、突然電源が切れることびおる 


©►パソコン内部の温度び一定 L ソ上に達すると保護機能び働き、システムが自動的 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 

それでち電源び切れる場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


バッテリー駆動で使用している場合、バッテリーの充電量びなくなった可能性 
びあります。 

本製品用の電源コードと AC アダプターを接続し、充電してください。 

(他製品用の電源コードと AC アダプターは使用でさません） 

バツテ U - の充電について『オンラインマニュアル』 
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困つたとさは 














D Q&A 集 


しば 6 く操作しないとを、電源び切れる 


©► Power に D び白色に点 I 打している場合、省電力機能び働いた可能性びあります。 

しば日くタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えな 
くなる場合びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 
実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧さないで<ださい。 

I 州/ F7 •悼 一を巧すか、タッチパッドを操作すると表示び復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後 
かかることびあります。 


©►Power LED がオレンジ色に点滅しているか、消なの場合、自動的にスリープ 
または休止げ態になつた可能性があります。 

一定時間パソコンを使巧しないときに、自動的にス U —プまたは休止状態にするよラ 
に設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを巧してください。 

また、次の手順で設定を解除でさます。 

① スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

② [デスクトップアプ U メニュ ー] アイコン（回）をダブルク U ックする 
r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③ [コント□-ルパネル]をク U ックする 

白システムとセキュ U ティ] 一ぶ電源オプション]をク U ックする 
⑥利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

⑥ [ディスプレイの電源を切る]および[コンピューターをス U- プ状態にする]で[適 
用しない]を選択する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]にそれぞれ設定してください。 

⑦ [変更の保を]ボタンをク U ックする 
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困つたとさは 
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2 


画面/表术 




青い画面【ブルースクリーン）び表示され、操作でをなくなつた 


©► 電源スイッチを己秒上巧して Windows を強制終了してください。 

システムび操作できなくなったとき L ソ外は行わないでください。強制終了を行うと、 
ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直して<ださい。 

©►ムソ上の手順でち解決でをない場合は、「本節团 - Q 再起動や電源を入れ直し 
てち、トラブルが解消しない」を確認してください。 




画面表示び回面してしまつた 


0►パソコン本体を傾けて調節してください。 

次の手順で元に戻すことびでさます。 

① パソコン本体を持ち上げて、表示したい方向に傾ける 

② そのまま向きを固定したい場合は、才 U エンテーシヨン□ックボタンを巧し、画面 
回転を□ックする 

『オンラインマニュアル』 


©►タッチパッドを3本指で1回タッチしてください。 

タッチ)い ドを3本指で]回タッチすると、画面び18ぴ回転します。 

『オンラインマニュアル』 


画面の設定が変更されている可能性びあります。 

なの手順で元に戻すことびでさます。 

① スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

② デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどび表示されていない場所にポイン 
ターを移動し、ちクI」ックする 

③ 表示されたメニューか日[画面の解像度]をク U ックする 

④ [向き]で表示したい方向を選択する 
⑥のロボタンをク U ックする 

⑥[変更を維持する]ボタンをク U ックする 


74 


困つたとさは 
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3 


システム /SSD 




パソコンが応答しなくなつた 


0►アプリケーションを終了でをない場合や、アプリケーションを終了してちトラ 
ブルび解消しない場合は、パソコンを再起動してください。 

再起動 ri 章 [3 - - 再起動」 

Windows 起動時に問題び起きた場合や、パソコンを再起動でをない場合は、 
電源スイッチを已秒上押して Windows を強制終了してください。 

システムび操作できなくなったとき L ソ外は行わないでください。強制終了を行うと、 
ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保存されていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直して<ださい。 


©► LU 上の手順でも解まできない場合は、体項 - Q 再起動や電源を入れ直しても、 
トラブルが解消しなし、」を確認してください。 




再起動や電源を入れ直してち、トラブルが解消しない 


アプリケーシヨンをインス!ルしてか！5、この問題び発生するようになつた 
場合は、インス I ルしたアプリケーシヨンび Windows の動作に霞響してい 
る可能性びあります。 

アプ U ケーシヨンをアンインストールしてください。 

アンインストール『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』 


0►周辺機器を接続してか!5、この問題び発生するようになった場合は、接続した 
周辺機器び Windows の動作に影響している可能性があります。 

周辺機器を取りはずしてください。周辺機器によっては、周辺機器に付属のドライバー 
やアプ U ケーシヨンをパソコンにインス I -ールしている場合びあります。これ日のド 
ライバーやアプ U ケーシヨンちアンインストールしてください。 

周辺機器の取り扱いについて『周辺機器に付属の説明書』 
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US 困ったとさは 














D Q&A 集 


0 ►指び汗や水でめれている状態では操作できません。 

水分をふさ取ってか日操作してください。 


5 





—ジ 


[Password = J と表示された 


0►「デスクトップアプリメニュー」の[ユーザーパスワード]または BIOS セッ 
トアップで設定したパスワードを入力し、店をを互キーを巧してください。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種（型番）を確認後、東芝 PC あんしんヴ 
ポートに連絡してください。有料にてパスワードを解除します。その際、身分証明書(お 
客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 




rHDD/SSD Password =J と表示された 


©► bios セットアップで設定した HDD パスワードを入力し、店をを因キーを巧し 
て < ださい。 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、 SSD は永久に使巧できなくなり、交換巧 
応となります。東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。交換対応は有料です。 
その際、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 
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4 


ツチ八ネル 




画面にタッチしてち反応しない 


©► 画面に異物が付着している可能性びあります。 

保護フィルムを貼っている場合は、フィルムをはびしてください。 

つめの先では操作できません。 

指で操作して < ださい。 



手袋を着けたままでは操作できません。 

手袋をはずして操作してください。 


困つたとさは 






















D Q&A 集 


起動時に rRTC battery is low 
Q Check system. Then press [F2] key.J と表示され、 
Windows び起動しない 


©► 時計用バッテリーび不足しています。 

時計用バッテリーは、電源コードと AC アダプターを接続し電源を入れているとさに充 
電されます。 

時計用バッテリーについて『オンラインマニュアル』 

ディスプレイを起こして電源コードと AC アダプターを接続後、パソコン本体のキー 
ボードか日;欠の手順で团 OS セットアップの日付と時刻を設定してください。 
ディスプレイを起こす「1 章 Q-mm ノート PC モードにずるには」 

キーを 巧す 

日 IOS セットアップ画面び表示されます。 

③田田キ-を使って 、 [System Time ] を選択し、キーを使って、時間、分、 
秒を選択後、圧も、臣ろキーで時刻を設定する 

③ [X]IX] キーを使って、旧 ystem Date ] を選択し、キーを使って、月、曰、 
年を選択後、圧を、臣ろキーで日付を設定する 

④ [7 な] キーを 巧す 

確認のメッセージび表示されます。 

⑥ W キーを巧す 

設定内容び有効になり、 BIOS セットアップび終了します。パソコンび再起動します。 

メッセージび表示されたまま]分じ(上経過すると、自動的に電源び切れます。 

電源スイッチを巧し、すぐに@キーを巧して、 BIOS セットアップを起動し、曰付と 
時刻を設定してください。 
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D Q&A 集 


Q 起動時に rintel(R) AT system lock due to: Stolen 
Message Received ".J というメッセージが表示された 


マカフイー - アンチセフト」によってパソコンび □ ックされました。 

「マカフイー-アンチセフト」のセットアップ後、一定期間パソコンをインターネット 
に接続せず、アンチセフトサーバーと同期しなかった場合や、時計用バッテ U —び不 
足した場合など、□ックの機能び動作して起動時に□ック解除用のパスワードの入力 
び必要になる場合びあります。 

次の手順でパスワードを入力してください。 

① 已] キーを 巧す 

② 「マカフイー•アンチセフト」で、□ック解除用に登録したパスワードを入力し、 
f / VTI ■のキーを 巧す 

□ック解除巧に登録したパスワードを忘れた場合は、マカフイー-テクニカルサポー 
トセンターにお問い合わせください。その際、登録したメールアドレスび必要となり 
ます。□ック解除用に登録したメールアドレスを忘れた場合、パソコンの□ック解除 
びでさません。 

マカフイー • テクニカルヴポートセンター 

( r マカフイーアンチセフトインス!ルウイヴード」のお問い合わせ先） 

「付録0■回アプ U ケーンヨンのお問い合わせ先」 


r システムの日付または時刻び無効です J と表示された 


日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセットアップを行う場合は、正しい日付と時 
刻を設定してか日行ってください。 

日付と時刻の設定について 『 Windows ヘルプとサボート』 


なのよラなメツセージび表示された 


• [Insert system disk in drive.Press any key when ready 」 

• 「 Non-System disk or disk error Replace and press any key when ready 」 
•「Invalid system disk Replace the disk,and then press any key 」 

• fBootCouldn't Find NTLDR Please Insert another disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk,and then press any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to restart 」 

•「NTLDR is missing Press any key to restart] 

@>CD/DVD や、 USB フラッシュメモリなどの起動ディスクを取り出し、何か 
キーを 巧してください。 

上記の操作を行ってち解みしない場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 
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困つたとさは 










D Q&A 集 




その他のメッセージび表巧された 


©►『使用しているシステムやアプリケーシヨンに付属の説明書』を確認してくだ 
さい。 


6 




その他 


SSD か5パソコンを初巧げ態に房せなくなつたとをは 


SSD に搭載されている初期状態に戻すためのツール（システムを復元するた 
めのもの）のデータが破損、をしくは誤って消去されている可能性があります。 
また、市販のソフトウェアを使用してパーティシヨンの構成を変更すると、パ 
ソコンを初期状態に戻せなくなることがあります。 

「TOSH 旧 A Recovery Media Creator」 で作成した U カバ U- メディアを使って、 
I」カバI」 一して くださし、 

I 」カバ U - の操作ち法 

「3章旦-团 U カバ U — メディアか！5パソコンを初期状態に戻ず」 

U カバ U -メディアびない場合は、修理び必要になる可能性びあります。東芝 PC あん 
しんサポートに相談してください。 

修理のお問い合わせについて 『ま 忌 PC ヴポートのご 案内』 




異常なにおいや過熱に気づいた 


0►パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードの電源プラグをコンセント 
か！5巧いてください。を全を確認してからま芝 PC あんしんサポートに相談し 
て < ださい。 

なお、連絡の際には;欠のことを伝えてください。 

•使用している機器の名称 
• 購入年月曰 

• 現在の状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

修理のお問い合わせについて 『ま 忌 PC サボートのご 案内』 
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US 困ったとさは 












D Q&A 集 


操作でをない原因がどラしてちわか5ない 


©►『オンラインマニュアル』の「トラブル対処法」を確認してください。 

『オンラインマニュアル』の「トラブル対処法」では、トラブルを解みするための対処 
手順を説明しています。ご確認ください。 

『オンラインマニュアル』 


@►パソコン本体のトラブルの場合は、『東芝 PC ヴポートのご案内』で必要事項を 
確認のうえ、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 


@> os やアプリケーシヨンのトラブルの場合は、きアプリケーシヨンのヴポート 
窓□にお問い合わせください。 

0 S やアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先「付録已お問い合わせ先」 


0►周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のヴポート窓□にお問い合わせくだ 
さい。 

周辺機器のお問い合わせ巧『周辺機器に付属の説明書』 
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2 I 括てるとを/人に譲るとを 


パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、お客様登録を削除したり、 SSD の内容を消'去して 
ください。 


n お客様登録の削除について 

• ホームページか日削除する 

東芝の （TID) をお持ちの場合はこちらか日お願いします。 

① インターネットで 「http://toshibacli「ect.jp/「oom] 048/」へ接続する 

② ページちの[□グイン]をク U ックする 
[□グイン]画面び表示されます。 

③ [東芝の （TD)] と[パスワード]に入力し、[□グイン]ボタンをク U ックする 
マイページび表示されます。 

④ ページち下の[退会]をク U ックする 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は、マイページの r 登録済み商品一覧」で商品削 
除を行ってください。 

《 Room 1048を退会されますと、「東芝ダイレクト」での購入履歴や Room 1048会員限 
定サービスなどちご利用いただけなくなりますので、あ日かじめご了承ください。 

• 電話で削除ずる 

「東芝 ID 事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝I□事務局（お客様情報変更） 

TEL : 0已 70-09-1048 ( ナビダイヤ J レ） 

受付時間： ] ひ00〜] 7:00 (± •曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページや電話番号は、お客様登録の内容変更や削除に関するお問い合わせ 

窓□です。 

技術的なご相談や修理に関するお問い合わせは、『東芝 PC ヴポートのご案内』を確認してくだ 

さい。 


また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 






o 捨てるとき/人に譲るとき 


SSD の内容をずべて消去ずる 


パソコン上のデータは、削除操作をしてち実際には残っています。普通の操作では読み取れな 
いよラになっていますび、特殊な方法を実行すると削除したデータでち再現でさてしまいます。 
そのよラなことびでさないよラに、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、他人に見日れた 
くないデータを読み取れないよラに、消去することびできます。 

なお、 SSD に保存されている、データやプ□グラムなどはすべて消'失します。パーティション 
ち消失します。これ日を復元することはでさませんので、を意してください。 

I 操作手順 _ 

SSD の内容を削除するには、 SSD の消去機能、または作成した U カバI」ーメディアを使用します。 
SSD の消去機能を使用すると、 SSD 内のデータはすべて消去されますび、初期状態に戻す機 
能は残ります。作成した U カバ U —メディアを使用すると、 SSD 内のデータと共に初期状態に 
戻す機能ち消去されます。 

■ SSD の消去機能か!5行う方法 

次の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使巧してください。 
ディスプレイを起こす ri 章 Q-mm ノート pc モー ドにするには」 


n データを保巧し、 胃日 キーを押しなび5 [シャットダウン]をクリ 
クして電源を切る 

電源の切りかた「1章0■の電源を切る」 


ジ 


口 電源 コー ドと AC アダプターを 接続する 


&電源スイッチを押し、すぐに本体キーボードの因（ゼ □) キー(かな 
—入力の固キ -) を数回押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店を^キーを巧してください。 

[キーボードレイアウトの選択]画面び表示された場合は、手順0に進んでください。 
[オプションの選択]画面び表示された場合は、手順0に進んでください。 

n [Microsoft IME] をクリックする 

[オプションの選択]画面び表示されます。 


I 


Q [トラブルシューティング]を選択する 

[トラブルシューティング]画面び表示されます。 


[TOSHIBA Maintenance Utility] を選択する 

「目的のオペレーティングシステムを選んでください。」と表示された場合は、手順 
□ に進んで < ださい。 

消去方法を還択する画面び表示された場合は、手順0に進んでください。 
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o 捨てるとき/人に譲るとき 


■ [なへ]ボタンをク U ックすると消去び実行されます。 

I 消去び完了すると、終了画面び表示されます。 

而 [終了]ボタンをクリックする 
■ リカバリーメディアか！5行う方法 

U カバ U —メディアは、あらかじめ作成しておく必要びあります。 

U カバリーメディアの作成『オンラインマニュアル』 

DVD の U カバ U —メディアを使用する場合は、あ日かじめ外付けの DVD/ ブルーレイディス 
クドライブ（市販品）を接続してください。 

接続方法 『 DVD / ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 

* ただし、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。したびって、 
すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作はな証でさません。 

巧の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使用してください。 
ディスプレイを起こす ri 章 □-El ノート PC モードにするには」 

Q 電源コードと AC アダプターを接続する 

:_I 

f リカバリーメディアをセットする 

U カバ U —メディアび複数枚ある場合は、「ディスク]」からセットしてください。 
USB フラッシュメモ U の場合は USB コネクタに差し込んでください。 

ロ データを保巧し、区西を]キーを押しなび5 [シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた ri 章 0- の電源を切る」 


[Windows 8] をクリックする 

消去方法を還択する画面び表示されます。 

目的に合わせて、[標準データの消去]または[機密データの消去]を 
チェックし、[なへ]ボタンをクリックする 

通常は[標準データの消去]を選択してください。データを読み取れなくなります。 
より確実にデータを消去するためには、[機密データの消去]を還択してください。数 
時間かかりますび、データは消去されます。 

[データの消去を開始します。]画面び表示されます。 

[巧へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 



困つたとさは 















o 捨てるとき/人に譲るとき 


電源スイッチを押し、すぐに臣回キーを数回巧す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して医をを固キーを巧してください。 

m または( X ]キーで起動ドライブを選択する 

U カバ U —メディアび DVD の場合は外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブを 
示す項目 ([USB ODD ] など）、 U カバ U - メディアび US 日フラッシュメモ U の場 
合は USB フラッシュメモ U を示す項目 （[USB Memory ] など）を還択し、 

I ENTER i キーを巧してください。 


■ 表示言語を選択する画面げ表示された場合 

[日本語]を選択し、[次へ]ボタンをク U ックしてください。 

「 TOSH 旧 A Recovery Wizard 」 か「システム回復オプション」かを選択する画面び 
表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、じ夕へ]ボタンをクリッ 
クする 

警告メッセージ画面び表示されます。 

画面の內容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[八ードディスク上の全データの消去]をチェックし、じ夕へ]ボタンを 
クリックする 

消去方法を選択する画面び表示されます。 

跳まは、体節 D - SS □の消去機能か日行う方効の手順13 L ソ降を参照してくだ 
さい。 



困つたとさは 























■巧窃 


本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたってのお願い . 86 

2お問い合わせ先一 0 S / アプリヶーションー . 88 

3技術基準適合について . 92 

4無線 LAN / Bluet 00 计 1 について . 94 









1 I ごほ用におたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。巧のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■パソコン本な:について 

I スイッチ/ボタンの操作にあたって _ 

• スイッチ/ボタンを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使ったりしないでく 
ださい。スイツチ/ボタンび故障するおそれびあります。 


I 機器への強い衝撃やか店について _ 

D •機器に強し觸撃や外圧を与えないようにを意してください。製品には精密部品を使巧してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 

•パソコンの表面を硬いちのでこすると傷びつくことびあります。 

取り扱いにはごを意ください。 


I タッチパッドの操作にあたつて _ 

•タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使ったりしないでください。 
タッチパッドび故障するおそれびあります。 


I 画面のタッチ操作にあたつて _ 

•画面をタッチするとさは、強く巧さないでください。 

•画面は指で操作してください。先のとびったちのや硬いちの（つめ、鉛筆、ボールペンなど) 
で画面をタッチしたり巧さえつけたりしないでください。画面を傷つけるおそれびあります。 
• 画面に保護フィルムを貼日ないでください。 

保護フイルムを貼ると、タツチ操作び正しく行われないおそれびあります。 


U 電源コード、 AC アダプターの取り巧いについて 

•電源コードやケーブルは束ねずに、ほどいた状態で使用してください。ご使用時は、あ日か 
じめ『安むしてお使いいただくために』に記載されている記述をよく読み、必ず指示を守っ 
てください。 

•電源コードや AC アダプターを持ち運ぶとさには、次の図のよラに正しくケーブルを束ねて 
ください。電源コード、 AC アダプターは、購入されたモデルにより異なります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


mm 周巧機器について 

圓パソコン本な:への機器の取り付け/取りはずしについて 

•取り付け/取りはずしの方法は機器によって違います。『オンラインマニュアル』を読んで 
か日作業をしてください。またその際には、巧のことを守ってください。守日なかった場合、 
故障するおそれびあります。 

. ホットインサーシヨンに対応していない機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の電源 
を切ってか日作業を行ってください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態で機 
器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にを意してください。 

-ほこりびかなく、直射日光のあた日ない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 


KSGPS にごいて 


•本製品には、 GPS 機能び搭載されています。 

• GPS や測定場所の状態により、現在地び表示でさない可能性びあります。現在地の情報は、 
端末側か5位置情報を得ており、その情報の精度によつて現在地び検出でさない可能性びあ 
ります。具体的には、 LU 下のよラな場所や状態では、現在地びずれたり、検出でさない可能 
性びあります。 

. 建物の中や直下 
-かばんや箱の中 
-密集した樹木の中 

-アンテナ前面部に障書物（人や物）びある場合 
-地価やトンネル、地中、水中 
-ビル街や住宅密集地 
-高圧線の近く 
-大雨、雪などの悪天 











9 I お巧い合わ e 巧 

^ I - OS / アプリケーシヨンー 


本製品に用意されている 0 S 、 アプリケーシヨンのお問い合わせ先を紹介しています。 
さアプ U ケーシヨンを使っていて困ったときは、こち日に連絡してください。 

* 2013年1月現在の内容でず。 

各社の事情で、受付時間などが変更になる場合があります。 


Dfos のおおい合わせ巧 


Windows 8に関する一般的なお問い合せ先は、東芝 PC あんしんヴポートになります。 


Windows 8に関する一般的なサポート情報は、じ(下のホームページでちご確認いただくこと 
がでさます。 

http://suppo け . microsoft.com 







O お問い合わせ先 - OS / アプリケーシヨン- 


アプリケーシヨンのお問い合わせ巧 


各アプ U ケーシヨンのユーヴー登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせ 
ください。 

用意されているアプ U ケーシヨンはご購入のモデルにより異なります。 


Excel 201 3 /OneNote 201 3 /Outlook 吕01 3 /PowerPoint 201 3 /Word 吕013 

日本マイク□ソフト株式会社ヴポート受付窓 □ 

♦基本操作に関するお問い合わせ 

くメールヴポート> 


じ(下の Web サイトにアクセスし、ご質問または問題に関連する製品を還択してください。 

ホームページ 

http :// support . fnicrosoft . cofn / oas / 

受付時間 

24時間いつでち受け付けています。 

<電話ヴポート> 


フリーダイヤル 

0120-54-2244 

※下記番号へのお問い合わせの場合は通信費はお客様負担 
東京 03-4332 -已4已8 大阪06-巨已 30-423] 

《ご利用の際は、電話番号をお間違えないよラごを意ください。 

《音声ガイダンスび流れますので、ガイダンスに従って番号のご還択 


をお願いいたします。 

受付時間 

月曜日〜金曜日： 9:30〜] 2:00. 13:00〜] 9:00 
±曜日： ] ひ□〇〜17:00 

(祝日、日本マイク□ソフト株式会社指定休業日を除さます。日本マ 
イク□ソフト株式会社指定休業曰1；!外で日曜曰び祝曰である場合には、 
曰曜日は上記±曜日と同様の受付を行い、翌日の振替休日び休業とな 
ります。） 

• ヴポート有効期間 

お客様び初めてお問い合わせいただいた曰か日起算して90曰間（《） 
※サポートライフサイクル期間内 

参ホームぺージ 

http :// support . fnicrosoft . conn / select / 

お問い合わせに関する詳細は、本体に同捆されている冊モ 『 Office お使いになる前に』をご 

覧< ださい。 



ウイルスバスター吕01吕クラウド TM 90日版 

ウイルスバスターサービスセンター 

受付時間 

:目:3日〜] 7:3日 

TEL 

: 0570-008326 

日3-曰 334-1 日3曰 （ IP 電話.光電話からのお問い合わせ） 

E-mail 

: http :// tmqa . jp / r 924 / 

ホームページ 

: http :// tmqa . jp / toshiba / 














お問い合わせ先 -05/ァプリケーション- 


マカフイーアンチセフトインス I — ルウイザード 


マカフィー • テクニカルヴポートセンター 

(マカフィーアンチセフトに関する技術的な問い合わせ) 
受付時間 ： 9:00 〜 21:00 (年中無休） 


TEL 

0570-060-033 (ナビダイヤル） 

日 3 -曰 428-227 目（ナビダイヤルがご利用いただけないお客様用） 

E-mail 

1；( 下の Web フオームをご利用ください。 

http://www.fncafee.cofn/japan/nncafee/support/supportcenter_ 

inquiry—ts.asp 

ホームページ 

http://www.nncafee.com/japan/nncafee/support/faq/answer_ 


p_spe 巳 . asp?wk=SP-000 已已 
マカフイー • カスタマーオペレーシヨンセンター 

(ユーヴー登録や登録情報変更などの製品(外に関する問い合わせ） 
受付時間 ：月曜〜金曜： 9: □□〜 17:00 (年末年始、祝曰を除く) 


TEL 

0570-030-088 (ナビダイヤル） 

03-5428-1 792 (ナビダイヤルがご利用いただけないお客様用） 

E-mail 

1；( 下の Web フオームをご利用ください。 

http://www.fncafee.cofn/japan/fncafee/support/supportcenter_ 

ホームページ 

inquiry—coc.asp 

http://www.fncafee.cofn/japan/fncafee/support/faq/answer_ 


p_spe 巳 . asp?wk=SP-000 已已 
マカフイー-インフオメーシヨンセンター 

(製品購入前の製品に関する問い合わせ、サイト評価に関する問い合わせ) 
受付時間 ：月曜〜金曜： 9: □□〜 17:00 (年末年始、祝曰を除く） 


TEL 

0 曰 70-010-SS0 (ナビダイヤル） 

03-5428-1 899 (ナビダイヤルがご利用いただけないお客様用） 

E-mail 

政下の Web フオームをご利用ください。 

http://www.fncafee.cofn/japan/fncafee/home/msup/information_ 
center.asp 

ホームページ 

http://www.fncafee.cofn/japan/fncafee/support/faq/answer_ 


p_spec.asp?vvk=SP-000 已已 

マカフイー-テクニカルサポートセンターではチャツトによるサポートちご提供しています。 
チヤジト ： http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/chat.asp 








O お問い合わせ先 - OS / アプリケーション- 


i - フイルター6.0 (90 曰版） 

デジタルアーツ株式会社サポートセンター 


受付時間 

: 10:00-18:00 



(デジタルアーツ指定休業日を除く） 

TEL 

:日曰7日-日日-1334 


E-mail 

: p - support @ daj . co.jp 


ホームページ 

:【よくある質問】 

http :// www . claj . jp / cs / support / pc / if 6 / 


【お問い合わせフォーム】 

http :// www . daj . jp / ask / 


その他のアプリケーシヨン 

《本製品を購入後に追加したアプ U ケーシヨンに関しては、製造元各社へお問い合わせくだ 
さい。 

東芝（東芝 PC あんしんサポート） 

全国共通電話番号： 0120-97-1 048 (通話料-電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、ガイダンスび流れます。ガイダンスに従って操 
作してください。 

技術的な質問、お問い合わせは、ガイダンスの後でのをプッシュし 
てください。 

技術相談窓口受付時間： 9:00-19:00 (年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 

ミ毎外か日の電話、携帯電話、 PHS 、 一部の IP 電話および直収回線など回線契約によっては 
つなび日ない場合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担） 
にお問い合わせください。 

システムメンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合びございます。日程は、 
サポートサイト （ http :// clynabook . com / assistpc / index _ j . htm ) にておミ□日せいたし 
よ 〇 

お客様の個人情報の取り扱い全般に関する当社の考えかたをご覧になりたいかたは、（株）東 
芝の個人情報保護方針のぺージ （ http :// www . toshiba . co . jp / privacy / inclex _ j . htm ) をご 
覧ください。 









3 I 巧術甚準適をについて 


『オンラインマニュアル』にち技術基準適合に関する説明び記載されています。本書だけでなく、 
『オンラインマニュアル』の記載ちあわせてご確認ください。 


■瞬時電圧低下について 


この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■電波障害自主規制について 

『オンラインマニュアル』 

^■「 FGG 耐 matiDn 」 について 

区永『オンラインにユアル』 


■ EU Declaration of Conformity について 



This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related じ uropea 打 Directives . 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA EUROPE GMBH , Hammfelddamm 8, 41460 Neuss , 
Germany . The complete and official EU Declaration of Conformity can be found on TOSHIBA，s 
web site 

http :// epps . toshiba - teg.com on the Internet . 
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Q 技術基準適合について 


CE compliance 

This product is labelled with the C じ Mark in accordance with the related じ uropean Directives, 
notably RoHS Directive 2011/65/EU and Electromagnetic Compatibility Directive 2004/108/ 
EC for the notebook and the electronic accessories including the supplied power adapter, the 
Radio Equipment and Telecommunications Terminal Equipment Directive 1999/5/EC in case 
of implemented telecommunication accessories and the Low Voltage Directive 2006/95/EC for 
the supplied power adapter. Furthermore the product complies with the Ecodesign Directive 
2009/125/EC (ErP) and its related implementing measures. 

This product and the original options are designed to observe the related EMC (Electromagnetic 
Compatibility) and safety standards. However, TOSHIBA cannot guarantee that this product still 
observes these EMC standards if options or cables not produced by TOSHIBA are connected or 
implemented. In this case the persons who have connected/implemented those options/cables 
have to provide assurance that the system (PC plus options/cables) still fulfils the required 
standards. To avoid general EMC problems, the following guidance should be noted: 

■ Only CE marked options should be connected/implemented 

■ Only best shielded cables should be connected 

Working environment 

This product was designed to fulfil the EMC (Electromagnetic Compatibility) requirements to 
be observed for so-called "Residential, commercial and light industry environments". TOSHIBA 
do not approve the use of this product in working environments other than the above mentioned 
"Residential, commercial and light industry environments". 

For example, the following environments are not approved: 

■ Industrial Environments (e.g. environments where a mains voltage of 380 V three-phase is 
used) 

■ Medical Environments 

■ Automotive Environments 

■ Aircraft Environments 

Any consequences resulting from the use of this product in working environments that are not 
approved are not the responsibility of TOSHIBA. 

The consequences of the use of this product in 打 o 打 - approved working environments may be: 

■ Interference with other devices or machines in the near surrounding area. 

■ Malfunction of, or data loss from, this product caused by disturbances generated by other 
devices or machines in the near surrounding area. 

Therefore TOSHIBA strongly recommend that the electromagnetic compatibility of this product 
should be suitably tested in all 打 o 打 - approved working environments before use. In the case of 
automobiles or aircraft, the manufacturer or airline respectively should be asked for permission 
before use of this product. 

Furthermore, for general safety reasons, the use of this product in environments with explosive 
atmospheres is not permitted. 





4 1巧おし众1\1/已山6化0化について 


* Bluetooth 機能については、 Bluetooth 機能搭載モデルのみ巧をとなります。 

* 己 GHz のお線 LAN については、 IEEE 80 吕 .1 la をヴポートしているモデルのみ巧をとなり 
まず。 


■■無線 LAN の概要 



本製品には、 IEEE 802.1 la . IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 1 g . 忙 EE 802'1] n のすベて、 
もしくはその一部に準拠した無線 LAN び搭載されています。 

本書では、搭載された無線 LAN の種類によって説明び異なる項目びあります。 

使巧しているパソコンに搭載された無線 LAN の種類の確認については、巧の説明を確認してく 
ださい。 

『オンラインマニュアル』 

■無線 LAN の仕様 


織泉周波数帯 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 In 

已 GHz (已]已 0- 已 3 已〇 MHz 、 おぶび 
已470-已72已 MHz ) 

IEEE 802.1 lb , 
IEEE 802.1 Ig , 
IEEE 802.1 In 

2.4 GHz (2400-2483 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 
IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重方式 

日 FDM - BPS に日 FDM - QPS に日 FDM -1 目 QAM ， 

□ FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散方式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK . DSSS-DBPSK 

IEEE 802.1 In 

直交周波数分割を重方式 （ OFDM 方式） 
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Q 無線 LAN/Bluetooth について 


B お線 LAN のサポートずる周波数帯域 

無線 LAN びヴポートする已 GHz 帯および 2.4GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無 
線規制によって異なる場合びあります（表「無線 IEEE802.1 1 チャネルセット」参照)。 

■無線 IEEE 802 .1 1チャネルセット 
• 己 GHz 帯：己1己 0- 己3己 OMHz おぶび、己470-己72己 MHz 
(IEEE 802.1 la. IEEE80 吕 .1 1 n の場合） 



チャネル ID 

周波数 


36 

5180 

W52 

40 

5200 

44 

5220 


48 

5240 


52 

5260 

W53 

56 

5280 

60 

5300 


64 

5320 


100 

5500 


104 

5520 


108 

5540 


112 

5560 


116 

5580 

W56 

120 

5600 


124 

5620 


128 

5640 


132 

5660 


136 

5680 


140 

5700 


アクセスポイント側のチャネル （ W 已 2/ W 已 3/ W 已己）に合わせて、そのチャネルに自動的に設 
定されます。 

封メモ _ 

♦ W 日2、 W 日3は電波法令により屋外で使用することはできません。 

• IEEE 802.1 ] a および IEEE 802.1 ] n モードではアドホック通信は使用できません。 

♦アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi 〜 Ch ] 1で使用でさます。 

♦インフラストラクチャ通信でのアクセスポイントへの接続は、 Chi 〜 Chl 3 i Ch 3 目， Ch 401 
Ch 44. Ch 48, Ch 己 2, Ch 己6, Ch 日 0, Ch 巨4, ChlO 日， Chi 04, ChlOS , Chi 12, Chi ] 目， 
Chl 2 日，加124,加128,加132,加136,加14日で使用できます。 































D 無線 LAN/Bluetooth について 


• 2.4GHz 帯： 2400 -2483MHz (IEEE 802 .11 b/g 、 IEEE 802 .11 n の場合 ) 


チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

吕 

2452 

10 

24已 7*1 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 


*1 購入時に、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設定されているチャネルです。 

庐？ メモ 

• IEEE 802.1 Inf - ドではアドホック通信は使用できません。 

• アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chl ~ Chl 1で使用でさまず。 

• インフラストラクチャ通信は、 Chi 〜 Chi 3で使用できます。 






















Q 無線 LAN / Bluetooth について 


KM Bluetooth の仕様 


ワイヤレス通信 

通信方式 

Bluetooth Specification Ver .4.0 

無線周波数帯 

2.4 GHz に 402 〜 2480 MHz ) 

変調方式 

周波数ホッピング方式2値 FSK 


MM お線特性 

無線 LAN および Bluetooth の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類に 
より異なる場合びあります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の巧象になります。国/地域によって使 
用び規制されています。無線ネットワーク機器は、無線免許の必要ない已 GHz および 2.4 GHz 
帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の 
使用に多くの制限び課される場合びあります。 

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートび低いほど、 
通信範囲は広くなります。 

分メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に鼠響を及ぼすことびあり 
まず。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物’’びある場合ち、通信範囲に影響をち 
えます。 
















n 無線 LAN/Bluetooth について 


O 本製品を曰本でお使いの場合のご注意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.7 已 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている;欠のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けてください。 


この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
モレンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等（しソ下「他の無線局」と略す）が運用されていまず。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて 
いないことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、 
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起さたときは、まち PC あんしんサポートへお問い合わせくだ 
さい。 



■東芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 











Q 無線 LAN / Bluetooth について 


3 巧線 LAN 


■ 現品表 > J 、 

本製品または無線 LAN モジュールには、なに示す現品表示び記載されています。 

①②③④ 


2.4DS/0F4 



⑥ 读示例) 


① 2.4 
③ DS 

③ OF 

④ 4 

⑥ ■ ■ ■ 


2.400 MHz 帯を使巧する無線設備を表す。 

変調方式び DS - SS 方式であることを示す。 

変調方式び OFDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 m じ(下であることを示す。 

2,400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意味する。 


■ J 曰 TA □ゴ表記について 


IEEE 802.11 b/g/n 



EEE 802.11 a/n 


52 W 53 W 56 


已 GHz 帯無線 LAN は、 W 已 2/ W 已 3/ W 已己チャネルをサポートしています。 


□ Bluetooth 

■ 現品衷 ' J 、 

本製品または Bluetooth モジュールには、次に示す現品表示び記載されています。 

①②③ 

ゴ 7?|fri— 

④ （表示例） 


① 2.4 

③ FH 
③] 

④ rn ~ I 


2,400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び FH - SS 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び] OmLU 下であることを示す。 

2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避不可であることを意なする。 


























D 無線 LAN / Bluetooth について 


■ a 機器認証表示について 


本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、認証を受け 
た無線設備を搭載しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要あり 
ません。 


■ Qualcomm Atheros 946 x a / b / g/n モジュールの場合 （ Bluetooth 機能搭載） 

無線設備名： AR 5 B 22 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : Dili 398003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品に実装して使用することを前提に、ル電カデータ通 
信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。したびって、組み込まれた無線 
設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するおそれびありますので、十分にご 
ミ主意 < ださし、。 
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Q 無線 LAN/Bluetooth について 


mm お知らせ 

I 無線製品の巧ち運。性 _ 

■ 無線 LAN 

本製品に搭載されている無線 LAN は 、 Direct Sequence Spread Spectrum ( DSSS ) / 
Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する無線 LAN 製 
品と相互運用でさるよラに設計されており、次の規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電モ技術ち協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs (Revision a / b / g / n ) (無線 LAN 標準規格(版 
数 a / b / g / n )) 


■ Bluetooth 

本製品に搭載されている Bluetooth は 、 Frequency Hopping Spread Spectrum ( FHSS ) 
無線技術を使用する团 uetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた製品と相互運用できるように 
設計されており、なの規格に準拠しています。 

• Bluetooth Special Interest Group 策定の己 luetooth Specification Ver .4.0 

• Bluetooth Special Interest Group の定義する日 luetooth ワイヤレステクノ□ジーの 
Lo 邑〇認証 

爲メモ _ 

• 本製品はすべての Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器との接続動作を確認したものでは 
ありません。ご使用にあたっては、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器対応の動作条件 
と接続の可否情報を取扱元にご確認< ださい。 


また下記の取り扱い上のま意点びあります。 

(1) Bluetooth Version 1. OB 仕様の Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器とは 
互換性びありません。 

(2) 2.4 GHz 帯の無線 LAN び近距離で使用されていると通信速度のほ下または通信エラーび発 
生する可能性びあります。 

(3) Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干 
渉し合い、通信速度のほ下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びあ 
る場合は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 










D 無線 LAN/Bluetooth について 


I 健康への影響 _ 

本製品に搭載されている無線 LAN および团 uetooth は、ほかの無線製品と同様、無線周波の 
電磁エネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べ 
るとはるかに低いレベルにおさえ日れています。 

本製品に搭載されている無線 LAN および日 luetooth の動作は無線周波に関する安全基準と勧 
告に記載のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しており 
ます。この安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に 
審査、検討している専門家の委員会による審議結果びまとめ日れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び無線 LAN および 
Bluetooth の使用を制限する場合びあります。巧にその例を示します。 

• 飛行機の中で無線 LAN および团 uetooth を用いた装置を使用する場合 
• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認め日れるか、有書であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日ない場 
合は、無線通信機能を ON にする前に、個々の組織または施設環境の管理者に巧して、本製品 
の使用可否について確認してください。 

I 規制に関する情ま目 _ 

本製品に搭載されている無線 LAN のインス!-ールと使用に際しては、必ず製品付属の説明書に 
記載されている製造元の指示に従ってください。本製品は、無線周波基準と安全基準に準拠し 
ています。 







n 無線 LAN/Bluetooth について 


Regulatory statements 

参 General 

This product complies with any mandatory product specification in any Country/ Region where the 
product is sold. In addition, the product complies with the following. 

• European Union (EU) and EFTA 

This equipment complies with the R&TTE directive 1999/5/EC and has been provided with the CE mark 
accordingly. 

• Canada - Industry Canada ( に） 

This device complies with RSS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference, and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

L ' utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes : (1)il ne doit pas produire 
de brouillage et (2)1'utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage radioelectrique recu, 
meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement du dispositif. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 

• USA - Federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant 
to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency 
energy. If not installed and used in accordance with the instructions, it may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the interference 
by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the distance between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this Bluetooth Card from TOSHIBA, or the substitution or attachment of 
connecting cables and equipment other than spec 证 ed by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 









D 無線 LAN/Bluetooth について 


Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

■ Wireless LAN 

The radiated output power of the Wireless LAN is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the Wireless LAN shall be used in such a manner that the potential for human contact 
during normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user’s manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 
www.hc-sc .gc.ca/ 

■ Bluetooth 

The radiated output power of the Bluetooth Card from TOSHIBA is far below the FCC radio frequency 
exposure limits. Nevertheless, the Bluetooth Card from TOSHIBA shall be used in such a manner that 
the potential for human contact during normal operation is minimized. The antenna(s) used in this device 
are located at the upper/lower edge of the LCD screen, and this device has been tested as portable device 
as defined in Section 2.1093 of FCC rules when the LCD screen is rotated 180 degree and covered the 
keyboard area. In addition, Bluetooth has been tested with Wireless LAN transceiver for co-location 
requirements. This device and its antenna(s) must not be co-located or operating in conjunction with any 
other antenna or transmitter. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 
www.hc-sc .gc .ca/ 

参 Taiwan 

Article 12 Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not allowed 
to change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as 
performance to a approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere 
legal communications; If found, the user shall cease operating immediately until no 
interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance 
with the Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 






n 無線 LAN/Bluetooth について 


参 Europe 


■ Wireless LAN 

Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 

Belgique: 

registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Vooi. prive-gebmik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie by BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exterieur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band; only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Bande de rrequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises endroits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso intei.no. 

Veri 行 care con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. JNeem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 


To remain in conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 
2.4GHz channel limitations apply for outdoor usage. The user should use the Wireless LAN utility to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 


















n 無線 LAN/Bluetooth について 


mm 使用でまる国/地域について 

ミ毎外で無線通信機能を使用する場合は、使用される国/地域の無線規格を取得している必要び 
あります。 

無線規格を取得している国/地域に関する情報は、 「 dynabook . com 」 をご覧ください。 
rdynabook . com 」 について 『まち PC ヴポートのご案内』 

また、無線規格を取得していない国/地域では、パソコン本体の無線通信機能を OFF にしてく 
ださい。 

無線通信機能の OFF について「1 章 0-ES 電源を切る」の 警告 







<MEMO> 

























y カパ y — チェツクシー 


パソコンを初期状態に戻す（リカバリー）前に、本ページをコピーするなどして、次の項目を 
順番にチェックしなび日実行してください。本ページに記載されている各チェック項目の詳細 
は、「3章買ったときの状態に戻すには」で説明しています。 


パソコンを初期が態に戻す前に巧認すること 


□ ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 

□「4章困ったときは」や『オンラインマニュアル』をご覧になり、ほかのトラブル解消方法 
を探してみる 

□ システムの復元で L ソ前の状態に復元する 


0[バソコンを初期が態に戻す前にしておくこと 


□ ① 準備ずるちの 

□『取扱説明書』（本書） 

□ この U カバ I 」ーチェックシートをコピーしたちの 

□ U カバ U - メディア（作成した U カバ U - メディアか日 U カバ U - する場合） 

□ ② 必要なデータのバックアップをとる 

バックアップをとることびできる場合は、とっておいてください。 U カバ U —をすると、購 
入後に作成したデータはすべて消失します。 

□ [ドキュメント](または[マイドキュメント])、[ピクチャー](または[マイピクチャー]) 
などの データ 

□購入後にデスクトップに保存したデータ 

□ Microsoft Int 乱 net Explorer の[お気に入り]のデータ 

□メール送受信データ □メールアドレス帳 

□ プレインストールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
□ 購入後にインス I -ールしたアプ I 」ケーシヨンのデータ 
□ 購入後に作成したフォルダーやファイル 
□ ③ アプリケーシヨンのセットアップ用のメディアを確認ずる 

購入後にインス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどは、 U カバ U —後にインス I -ールする必要 
びあります。 U カバ U — した直後は、お客様びインストールしたソフトなどは復元されませ 
ん。ご購入されたメディアなどか日再度インス I -ールしてください。 

□ ④ 各種設定を確認ずる 
□ ⑥ 無線通信機能が ON であるか確認する 
□ ⑥ 周辺機器をずベて取りはずす 


[パソコンを初期が態に戻す流れ 


U カバ U —をする場合は、なのよラな流れで作業を行ってください。 


□① U カバ U - 

□②周辺機器（マウス-プ I 」ンターなど）を 
取り付けて、設定する 
□③インターネットや メールの 設定 


□④ウイルスチェックソフトの設定と更新 
□⑥ Windows Update 
□⑥アプ U ケーションのインス I ル 
□ ⑦データの復元 
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